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例 言

1 本書は、平成 21年 8月 27日 ～平成 22年 1月 28日 に実施された、長野県松本市芳野 179番 126、 179

番 127、 179番 128に所在する出川南遺跡第 15次調査の緊急発掘調査報告書である。

2 本調査は、長野県による県営住宅南松本団地建設事業 (12号棟)に伴 う緊急発掘調査であり、長野県よ

り松本市が委託を受け、松本市教育委員会で発掘調査を実施、本書の作成を行ったものである。

3 本書の執筆は、第Ⅲ章第 3節 1:直井、第Ⅲ章第 3節 2:石井、その他 :福沢が行った。

4 本書作成にあたつての作業分担は以下のとお りである。

遺物洗浄・注記 中澤温子、百瀬二三子、山口明子

遺物保存処理・接合復元 佐々木正子、竹平悦子、中澤温子、洞沢文江、山口明子

遺物実測・ トレース・版組み  (土器)竹内直美、竹平悦子、人板千佳

(金属製品)洞沢文江

(石製品)石井佑樹

遺構図整理・ トレース・版組み 村山牧枝

写真撮影  (遺構)石井佑樹、福沢佳典

(遺物)宮嶋洋一

編集・総括 :福沢佳典

5 竪穴住居址については出川南遺跡第 1次調査から通して番号を付 し、その他の遺構については本次調査

で 1号から番号を付 している。

6 本書で用いた略記は次のとおりである。

第○号住居址→○住、第○号土抗→○上、ピット○→ PO

また、単独のものは 「Pl」 、住居址付属のものについては 「Pl」 のように記 し区別 した。

7 図中で用いた方位記号は真北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標Ⅷ系に準拠 した。また、標

高・水平基準は東京湾平均海水面水準 (T.P.)である。

8 土層色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局 監修・財団法人 日本色彩研究所 色票監修『新版 標準

土色帖』に準拠 している。

9 本書では以下のものをスクリーン トーンで表 した。

遺構 :焼土 。被熱範囲  睡霊露

遺物 :黒色処理

10 遺構図はS=1/80、 詳細図はS=1/40で 掲載 した。遺物図は、土器 :S=1/4、 石製品および鉄製

品 :S=1/2ま たはS=3/4で 掲載 した。

■ 遺構・遺物の記述で用いた古代の土器の種別・器種 。時期区分等は、次の文献による。

(財)長野県埋蔵文化財センター 1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4-松本市内そ

の 1-総論編』

12 土器実測図において、断面白抜きは土師器・黒色土器、断面黒塗 りは須恵器 とした。

13 本調査における出土遺物および測量図・写真等の諸記録は松本市教育委員会が保管し、松本市立考古博

物館 (〒 399‐ 0823長野県松本市中山 3738-l TEL 0263‐ 86-4710 ビ慰 0263-86‐ 9189)イ こ保管 。収蔵さ

れている。
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第 I章 調査の経緯

第 1節 調査経過

出川南遺跡は松本市街地の南、双葉から芳野地区に広がる遺跡である。昭和 61年に第 1次発掘調査が行われて

以来、これまで 14次にわたる調査が実施されている。今回報告する第 15次調査は、長野県住宅課による県営住

宅南松本団地建設事業 (12号棟)に伴 う緊急発掘調査である。平成 21年 4月 27日 付で、文化財保護法第 94条

に基づく土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出書が長野県教育員会に提出された。今回の事業地は、周知の埋

蔵文化財包蔵地である出川南遺跡に該当してお り、事業地周辺においても緊急発掘調査が行われていることか

ら、埋蔵文化財を包蔵していることが予想された。松本市教育委員会では、建設工事の際に遺跡が破壊される恐れ

があるため、5月 1日 に出川南遺跡に関わる保護意見書を長野県教育委員会教育長に提出し、5月 18日 付で埋蔵

文化財の記録保存のための発掘調査実施の通知を受けた。その後、事業者である長野県住宅課と協議を行い、発掘

調査及びこれに係る事務処理については松本市教育委員会が実施することとし、長野県と松本市の間に平成 21年

8月 4日 付で発掘調査業務の委託契約が締結された。

現地での発掘調査は平成 21年 8月 27日 ～平成 22年 1月 28日 に実施した。調査終了後、平成 22年 2月 8日

付で長野県教育委員会に発掘調査終了報告書を提出した。また同日、埋蔵物発見届を松本警察署に提出し、平成

22年 2月 17日 付で長野県教育委員会教育長より埋蔵物の文化財認定及び出土品の帰属についての通知を受けた。

それを受け、10月 6日 に出土文化財譲与申請書を長野県教育委員会教育長に提出し、10月 15日 出土文化財の譲

与についての通知を受け、10月 21日 付で出土文化財の受け入れを行つた。

出土遺物及び測量図。写真等の調査記録の整理作業と本報告書の作成作業は、現場作業に引き続き松本市立考古

博物館において行い、本書の刊行に至る。

第 2節 調査体制

調査団長 :伊藤 光 (松本市教育長)

平成 21年度 (発掘調査)

調査担当者 :福沢佳典、石井佑樹

発掘協力者 :朝倉秀明、石川一男、今井太成、加藤朝夫、金井秀雄、猿楽あい子、清水陽子、曽根原裕、

高山知行、茅野信彦、中鳴 健、中村 明、三谷久美子、宮澤昭敬、百瀬二三子、山田 茂

平成 22年度 (報告書刊行)

報告書作成 :直井雅尚、福沢佳典、石井佑樹

調査員 :宮嶋洋一

整理協力者 :荒井留美子、柏原佳子、久根下三枝子、佐々木正子、竹内直美、竹平悦子、白鳥文彦、

洞沢文江、前沢里江、百瀬二三子、村山牧枝、人板千佳、山口明子

事務局 :松本市教育委員会文化財課

小穴定利 (課長 ～平成 22年 3月 )、 塩原明彦 (同 平成 22年 4月 ～)

大竹永明 (課長補佐 埋蔵文化財担当係長)、 直井雅尚 (主査)、

小山高志 (主任 ～平成 22年 3月 、主査 平成 22年 4月 ～)、 柳澤希歩 (嘱託)
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第 H章 遺跡の環境

第 1節 地理的環境

1 出川南遺跡付近の地形・地質の概観

出川南遺跡が立地する付近一帯は、古くは広い畑地で小麦・桑が栽培されていた。第 2次世界大戦末の工場疎開

による工業団地造成、南松本駅新設により、土地の削平、平坦化、客土が行われ、その様相を一変させた。戦後、食

糧不足・食料増産のため土地造成が行われ広く水田化したが、1963年の国道 19号線の開通に伴い商業地及び宅地

として市街地化が著しい。そのため現在、原地形の確認は困難である。

遺跡周辺の標高は 593～ 598mで、東方約 500mに 田川、西方約 2200mに奈良井サ||が北流するため、南から北に

向かつてわずかに低くなっていく。地形的には奈良井川扇状地と田川・牛伏川扇状地が接する合流扇状地の末端に

位置しており、調査地の北東ないし北西方約 500mに は多くの湧水がみられ、特に北方の穴田川・頭無川沿いは沼

沢Jl■の沖積地である。調査地周辺でも地下水位は 2.2～6.9mが報告されている。

過去の調査成果からは、基底礫層は奈良井川系統 (古生層系統)で共通しており、調査地点によつて上層の堆積

層が田川・牛伏川系統と奈良井川系統に分けられる。これらの氾濫や乱流により複雑な堆積状況を呈し、砂礫層の

間には雨水・/卜流により洗い出された砂質土・粘質土の間層が形成され、遺跡が立地する面となる。出川南遺跡第

1・ 6・ 8次調査地点では弥生時代後期～古墳時代中期、古墳時代後期～平安時代の上下 2面の遺構面が確認されて

ヤヽる。

2 発掘調査地点の地形・地質

今回の発掘調査地点は松本市芳野 179番 126ほかにあり、県営住宅南松本国地の敷地内である。第 14次調査地

点の北に位置する。付近の標高は 596.8m前後である。調査開始時は、旧県営住宅B4～ B7棟解体後の更地となつ

ており、現地表面では微地形は確認できない。上述のように、調査区周辺は複雑な堆積状況であるが、調査区壁面

の土層断面図 (第 1図)および遺構断面図の観察から調査区の上層堆積状況は述べる。

全ての地区において撹乱が激しく、東区は概ね現地表面から約 0.5mま で現代の表土・撹乱層である。深いとこ

ろでは約1.4mま で達し遺構を破壊している。調査当初、東区北壁の東端付近を基本土層として土層の観察を行っ

ていたが、石積遺構 1検出後、その他の地点とは土層が異なることが判明した。撹乱の下、地表面から約 1.2mま

では 1～ 10 cm大の礫が混入する黄褐色～暗灰黄色砂質土層が堆積する。これらは遺物を含まないが、同じく石積 1

の内側の堆積を表す東壁中央 (第 13図 )では確認できず、溝 2よ り西側でも確認できないため石積 1に関連する

土層の可能陛がある。18層 より下は自然堆積層と考えられる。

東区は概ね地表面から約 0.7～ 0,8m下の暗オリーブ褐色砂質土層を遺構検出面とした。それより下層は粘質土

層をはさんで細砂層となる。遺構断面上層などの観察によると、わずかに西に向かつてこれらの層は高くなってい

くようである。そのため、東区の検出面の上相は溝 3付近から東西で様相が異なり、西側では黒褐色弱粘質土層 (溝

3付近断面図の 2層)または、暗灰黄色弱粘質土層 (同 5層)が遺構面となっている。鉄分を多く含むためか東

側の 19層 に比べて暗くなる。

西区も現地表面から約 0.5mま で表土・撹乱層である。東区同様に深いところでは約 1.4mま で達している。抗

乱層の下に灰～灰オリーブ色弱粘質土層をはさみ、褐色鉄分が多量混入する黄灰～暗灰黄色弱粘質土層 (5層 )が

堆積する。5層の上面を遺構検出面とした。地表面から約 0。 7mである。約 0,9m下から砂質土層 (12層)んミ堆積

し、約 1.Omか ら下は砂礫層 (15層 )に変わるようである。また、奈良 。平安時代遺構面の一層下の暗灰黄色弱粘

質土層 (7層 )の上面で 372住および 27土 といった古墳時代後期の遺構が検出されたため、古墳時代の遺構面と

した。なお、3層から掘 り込まれる遺構もあるが、近世陶磁器が出上している。
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東区北壁東端 土層断面図

A

59700m

〔東区 北壁東端 土層断面図〕

1 溝 2砂礫層 (2～ 3m大の礫主体)

2 溝 2砂礫層 (4～ 5 crr大 の礫主体十組砂 下層との境に鉄分洗着)

3 溝 2砂礫層 (10111大 の礫主体+粗砂 下層との境に鉄分沈着)

4 濤 2砂礫層 (6 cm大の礫主体)

5 溝 2砂礫層 (10 cm大 の礫主体十粗砂)

6 濤 2砂礫層 (4 cm大の礫主体+細砂)

7 溝 2砂礫層 (5伽大の礫主体十細砂)

8 溝 2砂礫層 (2～ 4 cn大の礫主体+粗砂)

9 溝 2砂礫層 (3～ 4 cl■ 大の礫主体+粗砂

10 溝 2砂礫層 (1～ 2 cm大の礫主体+粗砂)

H 溝 2砂礫層 (～ l cIF大 の礫主体十粗砂)

12 溝 2砂礫層 (5～ 20 cln大 の礫主体+細砂多量)

13 黄褐色砂質土 (～ 3 fln大の礫中量、炭化物微量混入)

14 黄褐色砂質土 (～ 2m大の礫少量混入)

15 オリーブ黒～灰オリーブ色弱粘質土 (～ 10 clE大の礫少量混入)

16 暗灰黄色砂質土 (1～ 3m大の礫中量、炭化物微量混入)

17 選構覆土か オリーブ褐色砂質土 (2～ 3 cm大の礫少量混入)

18 暗オリーブ褐色砂質土 (1～ 2m大の礫微量混入)

19 暗灰黄色粘質土 (炭化物微量混入)

20 灰オリーブ色細砂層

東区北壁溝 3付近 土層断面図

二             ^

〔東区 北壁溝 3付近 土層断面図〕

1 暗オリーブ褐色砂質土 (～ lm大の礫中量、鉄分多量混入)

2 黒褐色弱粘質土 (鉄分多量混入)

3 黒褐～暗オリーブ褐色砂質 (鉄分少量混入)

4 暗灰黄色砂質土 (～ l cm大 の礫微量)

5 暗灰黄色弱粘質 (灰色粘土粒混入)

西区 西壁南端 土層断面図

C

6 溝 3 砂礫層 (～ 4 cm大の礫主体)

7 溝 3 砂層

8 溝 3 贈灰黄色砂質土

9 溝 3 砂礫層 (～ 3 cln大 の礫主体)

10 溝 3 砂礫層 (～ 2 cm大の礫主体)

11 潜 3 砂礫層 (～ S cm大の礫主体)

12 溝 3砂礫層 (～ 2 cm大の礫主体)

13 滞 3砂礫層 (～ 1 5cn大の礫主体)

14 溝 3砂礫層 (～ 8 cm大の礫主体)

15 溝 3暗灰黄色砂質土

16 溝 3砂層 (高杯出土層)

17 溝 3砂礫層 (～ 4 cm大の礫主体)

18 溝 3砂礫層 (～ l cm大 の礫主体 砂混入多量)

19 灰オリーブ色砂質土 (灰色粘土粒少量混入)

20 暗灰黄色砂質土 (灰色粘土粒少量混入)

21 暗灰黄色弱粘質土 (灰色粘土粒少量混入)

22 暗オリーブ色砂質土 (灰色粘土粒少量混入)

23 暗灰黄色弱粘質土 (灰色粘土粒少量混入)

C'

A'

59700m

西区 南壁東端 土層断面図

D

59660m

〔西区 壁面上層断面図〕

1 灰～灰オリーブ色弱粘質土 (～ 2cm大の礫少量、炭化物微量混入)

2 遺構覆上 灰～灰オリープ色弱粘質土 (鉄分少量、炭化物微量混入)

3 黄灰～暗灰黄色粘質土 (鉄分多量混入)

4 遺構覆土 暗灰黄色砂質土 (灰色粘土粒少量混入)

5 黄灰～暗灰黄弱粘質土 (鉄分多量混入 上層との境が遺構検出面)

6 遺構覆土 暗灰黄色弱粘質土 (1～ 5cm大の礫微量、灰色粘土粒中量混入)

7 暗灰黄色弱粘質土 (灰色粘」位中量混入)

8 暗灰黄色砂質土 (灰色粘土粒中量混入)

9 灰色砂質土

10 灰～灰オリーブ色砂質土 (～ l cln大 の礫中量、灰色粘土粒中屋、鉄分少量混入)

11 灰色砂質土 (～ l lun大 の礫中量混入)

12 灰～灰オリーブ色砂質土 (灰色粘土粒少量混入)

13 灰～灰オリーブ色砂質土

14 砂礫層 饂 砂多量混入)

15 砂礫層 (細砂多量混入)

第 1図 第 15次調査区壁面の上層断面図 (S=1/80)
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第 2図 調査地の位置と周辺遺跡 (S=1/25,000)
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遺跡地図掲載遺跡

遺跡名 1169神 田 170平火日 171山行法師 174高宮 175出川 176出川西 177出川南 178五輪 290

291平田北 292平田 293平 日本郷 294月 原ヽ 295高畑 296河 屋ヽ 298下三子 299中二子

300上二子 301神戸 315竹渕 316瀬黒 317百瀬 318白川 319野 田 331月 池ヽ 332竹渋!南原

333向原 340生妻 461松山 463エ リ穴 464-ツ 家 465く ねの内 466人幡原 468長泉寺

480神田西 486村井 488白 姫 508寿南久保 504百瀬南 515北起こし

古墳名 :189平畑 1号 191平田里 1号 192平田里2号 193平田里 3号

419中山古墳群 190弘法山(中 山48号) 402中 山31号 403中山32号 406中山35号

407中山36号 (仁能田山) 414中山58号 415中山59号 433中 山北尾根 1号 434中 山北尾根 2号

435棺護山1号 436棺護山2号 437棺護山3号 438中山北尾根 3号

334耳塚 335長峰下1号 336長峰下2号

城館址 :297小屋城l■ 337百瀬の陣屋 338刈 池ヽ砦址

第 2節 歴史的環境

本遺跡周辺には数多くの遺跡が立地し、田川右岸、田川と奈良井川に挟まれた地域、奈良井川左岸の大きく3つ

の遺跡群に分けられる。

縄紋時代は、田川・奈良井川間の地域では現在、遺構・遺物は確認されておらず、田川右岸および奈良井川西岸

では遺跡が確認されている。特に田川右岸の山寄りの地域では、百瀬遺跡第 2次調査で早期の押型紋土器と若千の

土坑が確認されている。その後、小池、一ツ家遺跡は中期、エリ穴遺跡は晩期に多量の耳飾 りが出土する大規模集

落が営まれている。

弥生時代中期以降になると、百瀬、竹渕、竹渕南原遺跡で規模の大きな集落が営まれる。中でも百瀬遺跡は、弥

生時代中期末の百瀬式の標識遺跡として重要である。田川・奈良井川間の地域においても中期前葉～中葉に出川、

出川西、平田北遺跡で遺物・遺構が確認されており、この地域の開発の初源といえる。後半になると、出川南遺跡

でも住居址や遺物が確認され始め、墓域が形成されていた可含〕性もある。

古墳時代前期には、高宮遺跡で弥生時代後期後葉の箱清水式の名残を残すような甕や、東海系のパレス壺が出土

しており、出川南遺跡でも東海系の古墳前期の土器や住居址が確認されている。東方約 1.5血の中山丘陵突端には

前期の前方後方墳である弘法山古墳が築かれており、この地域一帯が造営集団の主力と考えられるが、いまだまと

まった集落は発見できていない。

中期になると、出川西遺跡で住居址 2軒、配石遺構が 7基、土器集中地点が 19カ 所確認されている。北東に位

置する高宮遺跡でも土器集中地点が 15カ所確認されている。ミニチュア土器や玉類、模と石製品、鉄鏃・鉄父Iな

どが出土しており、これらはほとんど掘り込みを持たないような浅い凹地状地形の縁や底面に置かれている。ま

た、土器群によつては高杯のみで構成されており、廃棄跡ではなく祭祀遺構と考えられる。該期の住居址も3軒確

認されているが、この一帯が祭域として使用されていた段階があるようである。また、出川南遺跡第 4次調査地点

では平田里古墳群 (1～ 3号古墳)の円墳 3基が調査されている。1号古墳は5世紀後半～ 6世紀初頭と考えら

れ、周溝から出土した多量の円筒埴輪・形象埴輪と馬具類は県内でも貴重な資料である。後期は、出川南遺跡で大

規模な集落が営まれ、松本市内でも最大規模の集落跡である。

奈良時代になると、出川南遺跡の南側から平田北遺跡にかけて集落が展開する。古墳時代後期に比べると規模が

縮小しているようであり、平安時代前期以降になると、出川南、平田本郷遺跡、さらに南では小原、吉田川西遺跡

など拠′点的な集落が拡散・立地し始める。これらは交通の要衝に位置するようになつたためと考えられ、中世に続

く集落も存在する。
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第 3節 過去の調査

本遺跡はこれまでに14次の発掘調査が実施されている。各調査地点の位置を第 3・ 4図に、調査成果の概要を

第 1表に示した。

第 1次調査は昭和 61年に行われ、南北2地区で弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居址が2軒、平安時代の

竪穴住居址が3軒確認されている。弥生時代後期前半に属する第4号住居址では、磨製石鏃 3点、未製品8点およ

び砥石などが出上しており、壁際に拳大の礫が多く出上していることからも、小工房的な性格も推測されている。

また、竪穴状遺構 3は溝を伴う土坑であり、溝中から遺物が集中して出土した。遺物は土師器の器台、壷の他に赤

色塗彩された高杯、壺、甕などがあり、方形周溝墓の可能性もある。平安時代後期に属する第 3号住居址では浮岩

製の浮子が 1点出上している。出川西遺跡でも平安時代の住居址から士錘が約20点出上しており、田川を漁場と

していたとも推測できる。

平成 3年に行われた第4次調査では、古墳時代後半から平安時代後半にかけて116軒の竪穴住居址が確認されて

いる。古墳時代後期の住居址は113軒で、6世紀後半～ 7世紀後半まで4段階の変遷を追うことができる。付近一

帯に比較的規模の大きな集落が展開していることが明らかになっている。掘立柱建物址 21棟も古墳時代後期に属

するもので、数軒の竪穴住居址とセットになりひとつの単位を構成していると考えられる。

また、調査区東端では平田里 1～ 3号古墳 (第 2図 191～193)が確認された。これらは中期後半～末に築造さ

れたものと考えられ、周溝からは埴輪をはじめ周溝内祭祀に使用された遺物が多数出上している。特に1号古墳は

平地に築造された松本平の古墳の中では最大規模のものである。5世紀後半以降の首長墓の展開を考えていく上で

重要な資料と位置づけられる.。

今回の15次調査地′1調辺では、第4次調査を含め10次にわたる発掘調査が行われている。古墳時代後期～平安

時代後期までの竪穴住居址253軒、掘立柱建物址 25棟、土坑 401基、自然流路を含む溝 24条などが確認されてい

る。また、第 8・ 12次調査では緑釉陶器の生地、第 5次調査でも美濃須衛窯、尾北窯産など東海系の須恵器蓋・

杯や、畿内系暗文杯などの搬入品も一定量見られる。古墳時代中期の平田里古墳群と同時期の住居址はまだ確認で

きていないが、古墳時代後半の大規模な集落から平安時代後期にかけて存続した集落として、松本市域でも重要な

遺跡であることが明らかになっている。

第 3図 過去の調査地点 (S=1/10,000)
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第 1表 過去の調査一覧

調査次 1実施年度

1   
日そ
if::を行

2    
日
完f;::fF

3  X砧盃行
4  え職行
5   妥碕;を行
6  

穫碕 ;:行

7  
妥砧 ;:行

8  
妥魔 ;;行

9  
予砧 ;;行

10  X碕
;;行

11  妥昴ii行

12  
蚕覧 ii行

13  
妥覧 ;;行

陽
=霰

健継←縄逸ぎ蕨洒智生潮
期k鞍例劾

m5∬
1笙憂毅躊 卍緻

900紆 住居姓6(古墳後期い平安前期 )

μ
“

8雷 籍雖勘胡賓懲iダ

｀
野騨与戦 、軽11

別∬⊆長#苫黛ダム鞍前期の

1486r錘員扶撞趣←鶴翌甦蓬物痕f笙饗試ピット55、 溝6

箭7だ lr幣与宙霞鰹「磐催1薮契勢酬ヽ
腫腱物態土坑

3293ポ 笙憂批4二 観f鐘揚臭翁長警ち第研習
1省

然ゎ絵ヂ
建物址1、

240∬ 笙長壁
2ど

,雫緒確物集中2(古墳前期)

1関
0♂ 毎写鴇、蓮言

醐

188∬ 笙長#i憂築緒肇智l｀ 剤 霊径普t自然流路2

2197雷
篤F推 i3(古

墳後期2、 奈良8、 平安前期2)、 土坑34、 ピット

25ド 住居址2(時期不明2)

383ポ 害写拮(11蔦素摩瞥権と`掘立ホ主建物址2、 土坑9

備考

遺構面2面。上が平安、下が弥生後期―

古墳前期。

平田里1-3号古墳 (中 期古墳)も 調査。

遺構検出面2面。上が古墳後期以降、
下が弥生後期。

遺構検出面2面。上が古墳後期以降、
下が古墳時代中期。

遺構検出面3面。上が平安後期～中世、
中が古墳時代中期、下が弥生時代後期。

トレンチ調査。

14  穫躇志子行
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※県営住宅南松本団地12号棟新築工事 配置計画図に調査区を重ね合わせた

第 5図 調査区の位置 (S=1/1′000)
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第Ⅲ章 調査成果

第 1節 調査の方法

調査区の設定 調査開始時に、調査地の南側隣接地において県営住宅南松本団地 11号棟建設工事が行われていた

ため、調査予定地のほぼ中央に機材搬入路が設けられていた。そのため、搬入路の東西で 2地区の調査区を設定

し、東区から調査を開始した。掘削範囲は県営住宅 12号棟建設工事により掘削される範囲より約 2m広 く設定し

た。

また、東区の北束隅で検出された石積遺構が調査区外に続くと予想されたため、範囲・規模を確認するために、県

営住宅 12号棟の範囲外であるが拡張区を設定、確認調査を行った。

調査面積は、東区 904.4ポ、西区 768.6ポ、拡張区 165.8ポの合計 1838.8ポである。

各区の発掘調査期間は以下のとおりである。

東区 :平成 21年 8月 27日 ～平成 21年 11月 28日

西区 :平成 21年 12月 2日 ～平成 22年 1月 26日

拡張区 :平成 22年 1月 8日 ～平成 22年 1月 28日

発掘手順 大型建設用機械バックホウにより東区南縁に沿って トレンチを設定し掘削、土層の堆積状況を確認し

た。その結果、地表下約 0,7～0,8mを遺構検出面とし、面的な掘り下げを行った。その後人力により遺構検出を

行い、写真撮影 。図面記録後に掘削調査を行つた。遺構番号は、調査時には遺構の種別 。調査区を問わず通し番号

を付し、整理時に遺構の種別ごとに番号を付した。堅穴住居址は出川南遺跡第 1次調査からの通し番号を付し、そ

の他の遺構は今回の調査で 1号から通し番号を付した。

東区調査終了後、西区も同様に南・西縁に沿つて トレンチを掘削し、地表下約 0。 7mを遺構検出面とし面的な掘

り下げを行つた。

各遺構の調査終了後、調査区ごとに完掘状況の全景写真を撮影し、バックホウにより埋め戻し作業を終了した。

測量 調査地に近接する用地・工事測量用に設定された測量用基準鋲から調査地内に世界沢1地系平面直角座標・標

高を移設し、基準点とした。平面図はこれをもとに、簡易遣り方測量により作成し、部分的に光波狽1距儀を併用し

た。平面図・断面図は原則 S=1/20で作成 し、詳細図が必要なものはS=1/10で作成した。

出土遺物のうち遺構の覆土上層のものは、住居址のような大きな遺構は4分割した区画ごとなど、出土位置が把

握できるように一括で取り上げ、下層および床面直上出土のものは詳細出土状況図を作成し、標高を記録し取り上

げた。

写真記録 調査区全景、土層・遺構の状況、遺物出土状況等は、35 11ull一眼レフカメラ (リ バーサル、白黒フィル

ム)と デジタルカメラで撮影した。調査区全景については、ローリングタワー6mを使用し撮影を行った。

整理作業 発掘作業に並行して写真。図面等の整理を行った。図面類は平面図・土層断面図の点検・照合を行い、報

告書に掲載するものについては トレース作業を行った。遺物は洗浄・クリーニング後、接合作業を行い、遺存度の

良好なものと特徴的な遺物について実浪1・ トレースを行った。

調査成果 発掘と整理作業の結果、以下の遺構が確認された。その概要は、第 2～ 4表および巻末の発掘調査報

告書抄録に掲載している。

東区 :堅穴住居址 12軒、土坑 20基、ピット17基、溝 5条 (自 然流路 4含む)、 石積遺構 1基

西区 :堅穴住居址 ¬軒、土坑 9基、ピット22基、溝 3条 (自 然流路 1含む)、 集石 1基

拡張区 :堅穴住居址 1軒 (東区から続く溝 1条、石積遺構 刊基)
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第 2節 遺構

1 概要

今回の調査では、古墳時代後期から平安時代前期の竪穴住居址を 15軒確認した。古墳時代後期が 2軒 (371・ 372

住 )、 奈良時代が4軒 (368～ 370。 373住 )、 奈良時代末～平安時代前期が 9軒 (360～ 367・ 374住)である。東区

に集中し、遺構の重複からも今回の調査地から北東にかけて集落が広がっていたことが明らかである。溝 8条のう

ち、確実に人為的なものは溝 1であり、溝 6・ 7も人為の可能性がある。その他は砂礫層主体の覆上であり、自然

流路と考えられる。過去の調査においても自然流路が確認されており、付近一帯は氾濫原で洪水時の痕跡が地表下

に残つている。土坑・ピットは遺物の出土が少なく、性格を明らかにできるものは少ない。また、掘立柱建物を構

成するものもなかつた。今回の調査で検出した竪穴住居址は掘り方内部に柱穴を確認できなかつたものが多い。土

層断面で明確な柱痕を確認できなかつたが、住居址に近接するものは住居付属のものであるかもしれない。

2 竪穴住居址

(1)第 360号住居址

東区の南東に位置する。旧県営住宅の基礎等で抗乱され、検出面では南辺のプランしか確認できなかつた。その

ため、撹乱を除去し検出面より約 0.2m下で北・西辺のプランを確認した。

カマ ドは西壁中央に位置する。掘削中も被熱礫はほとんど出土しなかったが、左袖部に元位置を保つた状態の被

熱牒が出土しており、石組カマ ドと推沢Jさ れる。また、東壁中央にも被熱面が検出されたが、360住の覆土中にあ

ることから、別の住居址のカマ ドの可合〕l■が高い (焼± 1)。 住居内ピット、貼床は確認できない。

出土遺物の総量は 1,826gで ある。全体的に遺物の出土はまばらであるが、カマ ドが位置する西半の覆土から最

も多く出上している。床面およびカマ ド内からの出土は少ない。

(2)第 361号住居址

東区の南東、360住の北東に位置する。旧県営住宅に撹乱され、P5に切られる。また、東側は溝 2に切られ、壁

は残つていない。

カマ ドは東側、溝 2の堆積層の下より検出した。被熱面を中心に被熱礫が散在し、周囲には焼土・炭化物粒が集

中分布する。石組カマ ドと考えられる。また、カマ ド脇からは完形の須恵器杯A(第 15図 11)が伏せた状態で出

上している。住居内ピットはなく、貝占床も確認できない。

出土遺物の総量は 2,642gである。カマ ドの周辺に集中して出土し、北西隅の覆土上層から完形の黒色土器杯A

(第 15図 6)が出上している。

(3)第 362号住居址

東区の中央北寄りに位置する。本址は5軒重複する中のひとつである。平面プランが不明瞭であつたため、3

×3mのグリンドを設定しベル トを残して検出面を下げた。また、部分的に トレンチを入れ、土層断面の検討を

行い、切 り合い関係を判断した。そのため、住居址の軸を通る断面図を作成することはできなかつた。また、北辺 。

東辺は掘削手順の誤りもあり平面プランを掴むことができなかつた。

上層断面の検討の結果、363・ 364住を切る。北に位置する 365住も本址と重複すると考えられ、出土遺物から本

址が新しい。

カマ ドは北壁中央のやや西寄りに位置する。構築礫が組まれた状態で検出され、遺存状態は良い。カマ ド左袖部

は扁平な亜鉛礫を3段積み、その他は長精円形の礫を用いている。また、奥壁寄りには扁平な石を用いて天丼部を

構築している。奥壁は撹乱されているが、構築材の残存長で長さ0.95m、 幅 0.75mで ある。カマ ド内の焼土面か

らは完形の上師器小型甕 (第 16図 49)が伏せた状態で出上している。

住居内遺構はPl、 P2があるが、いずれも深さ0,05～ 0。 10mと 浅く、柱穴とは考えにくい。カマ ド脇の付属ピ
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ットと考えられる。北東隅は、床面より0.16～ 0.25m高 く、テラス状になっていた可能性が高い。貼床は確認で

きない。

出土遺物の総量は 11,812gで ある。カマ ドから南西部に集中し、中～下層から遺存状態の良い土器片が多量出土

した。これらの出土遺物から古代土器編年の 7期、9世紀第 3四半期に帰属するものと考えられる。また、西端か

ら須恵器杯A(第 15図 46)が出上している。 4～ 5期に属するもので、混入品≧考えられる。

(4)第 363号住居址

束区の中央北寄りに位置する。362住、 5上、P2に切られ、364～ 366住 を切る。

カマ ドは東壁中央に位置する。カマ ド脇のP3か ら被熱礫が多量に出土しているため、石組カマ ドであろう。

住居内遺構は 3基のピットが南西隅を除く三隅に位置する。Plは深さ0.30m、 P3は深さ0.23mであるが、P

2は深さ0.05mほ どの浅いくばみである。上述のとおりP3にはカマ ド構築礫が廃棄されている。貼床は確認でき

ない。

出土遺物の総量は 3,476gである。床面近くの遺物は少なく、カマ ド周辺に集中する。

(5)第 364号住居址

東区の中央北寄りに位置する。362・ 363住、4土、P4に切られる。

カマ ドは東西 2ヶ所で確認された。西側のカマ ドは石組カマ ドである。西壁の中央やや北寄りに位置し、多量の

被熱礫が検出され、当初は元位置を保っているものと考えられた。しかし、調査の結果、被熱面より浮いた状態で

あつたため、破棄された痕跡である。0。 12× 0。 1lm、 深さ0.08mの浅いくばみで、底面の奥壁側に被熱面を確認

した。東側のカマ ドは、東壁の中央やや南寄りに位置する。西カマ ド同様に、O.75× 0,95m、 深さ0.10mほ ど掘

りくばめ、焚口側の底面に被熱面を確認した。また、奥壁に向かって浅い溝がのび、礫が据えられている。また、右

袖部に構築礫が 1ッ煮残存している。ともに同一面での検出であるが、遺存状況から東壁のカマ ドが古く、西壁のカ

マ ドに作り替えたものと考えられる。

住居内遺構はピットが 3基ある。Pl・ 2は位置関係から柱穴の可能性があるが、いずれも0.10～ 0.17mと 浅い。

P3はカマ ド付属のピットである。貼床は確認できない。

出土遺物の総量は 3,855gである。西側の新カマ ド周辺が多い。特筆すべきものでは、南西隅から墨書された黒

色土器杯A(第 16図 71)が出上している。

(6)第 365号住居l■

東区の中央北寄りに位置する。362・ 363住、P10に切られる。

カマ ドは確認できなかったが、コンクリー ト撹乱の西側で 10～ 30 cm大 の礫が集中して検出された。被熱は確認

できなかったが、住居廃絶時に廃棄されたものであろう。住居内遺構はPlがある。0.5× 0,45m、 深さは 0。 18m

である。貼床は確認できない。

出土遺物の総量は 2,074gである。コンクリー ト撹乱の周囲や礫集中に混じって、須恵器篭や土師器甕の大きめ

の破片が多量出土している。食膳具の出土は少ない。

(7)第 366号住居址

東区の中央北寄りに位置し、調査区外の北に続く。363住、Pl・ 2、 溝 2に切られる。363住のプラン確認の

ため、調査区北壁に トレンチを掘削し本址の立ち上がりを確認 した。時間的制約から完掘することができなかった

ため、住居の全容および出土遺物について不明な点が多い。検出プランであるが、規模は残存 4.8× 推定 4.4m、 深

さは0.65mで、方形を呈すると考えられる。

362住の南壁面に焼土層が広がるため、トレンチを掘削したところ南側に被熱面を確認した。位置関係から本址

のカマ ドの可能サ陛がある。被熱礫は検出されなかった。

遺物は調査区北壁 トレンチと焼土確認 トレンチからのみであるが、総量 418gである。
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(8)第 367号住居址

調査区中央北寄 りに位置し、調査区外の北に続く。12・ 17土に切られる。北半は 0.5 cmほ どの小礫が少量混入

するが、カマ ドがある南半は礫の混入がほとんどない。貼床は確認できないが、南半は暗灰黄砂質土を床面とし、硬

化面が確認された。中央部分は浅いくばみ状になっており、周囲より約 0.20m低い。その結果、西と南部分はテ

ラス状に一段高くなっている。また、東壁の北半にもテラスがあり、上面には厚さ約 0.10mの焼土層が堆積して

いた。

カマ ドは南西隅に位置し、周囲から被熱礫の出土はなかつた。住居内遺構はピットが 7基確認された。Pl・ 2・

5は深さ0.30～ 0.35mで柱穴の可含と性がある。 P3'4・ 6は中央のくばみに位置する。また、P6の近くにも焼

上の堆積が確認された。

出土遺物の総量は 4,594gである。床面直上の遺物はカマ ドの周囲が多く、土師器篭が多い。

(9)第 368号住居址

東区の西寄り中央に位置し、他の住居址とは軸方向がやや異なる。369住、溝 3を切る。

カマ ドは北東壁の中央に検出された。被熱礫はほとんど検出されず、約 0.lmほ ど浅く掘りくばめ、壁寄りに被

熱面を確認した。住居内遺構は確認できず、貼床も確認できない。

出土遺物の総量は 2,232gである。カマ ドが位置する北東側が多く、佐波理銃を模倣したと考えられる黒色土器

Aの鉢 (第 18図 108)が 出上している。

(10)第 369号住居址

東区の西よりの中央で検出された。368住、13・ 14。 15土、溝 3に切られ、南半分は旧県営住宅に大きく撹乱さ

れている。南半の撹乱除去後、わずかに残存するプランを検出し、規模は 4.9× 推定 4.lm、 深さ0.42mで、平面

形は不整方形と推測される。

カマ ドは北壁中央に位置し、被熱礫がわずかに出上しているため石組カマ ドと推測される。住居内遺構はなく、貼

床も確認できない。

出土遺物の総量は 3,650gである。カマ ド周辺から土師器甕が多く出上しており、北東隅より残 りの良い須恵器

杯B(第 18図 123・ 125)が出土している。

(11)第 370号住居址

東区の北西に位置する。調査区外の北に続くが、規模は 3.8× 残存 2.4m、 深さ0.35mで、平面形は隅丸方形と

推測される。

カマ ドは東壁の南隅寄りに位置する。左袖部に被熱礫が残存しており、石組カマ ドである。住居内遺構はなく、貼

床も確認できない。

出土遺物の総量は 3,810gである。覆土からの出土は少なく、カマ ド周辺から須恵器甕・瓶類 (第 18図 137～ 139)

が多量出土している。

(12)第 371号住居址

東区の南西隅に位置する。大部分を撹乱され、西辺の一部を残すのみである。規模・平面形ともに不明である。

また深さも 0。 2mと 遺存状態が良くない。

カマ ドは西壁に位置し、周囲に焼土・炭化物粒が散る。被熱礫は確認できなかつた。住居内遺構は不明で、貼床

も確認できない。

出土遺物の総量は 1,502gである。カマ ド周辺から土師器甕と須恵器甕が出土している。

(13)第 372号住居址

西区の中央北に位置する。平安時代検出面の一層下の灰黄色弱粘質土層で検出した。 P32に切られ、27土を切

る。調査区外北に続くが、規模 5.3× 残存 4.2m、 深さ0.55mで、平面形は方形と推測される。
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カマ ドは東壁のやや北寄りに位置する。東壁から離れて被熱面があり、そこから壁外に向かつて幅 0.30m、 残

存長 1,6mの煙道が良好に残存する。煙道の奥側には 10 cm大前後の礫を詰めた状態で出土した。住居内遺構はな

く、貼床も確認できない。壁際は中央部に比べ約 0.30～ 0.40m高 く、幅 0,10～ 0.55mほ どのテラス状となってい

る。

出土遺物の総量は 5,108gで、カマ ド周辺が多い。

(14)第 373号住居址

西区北西に位置する。 P35～38に切られる。調査区外北に続くが、規模は 8.8× 残存 8.Om、 深さは 0.52mの

大型住居である。

明確なカマ ドは確認できない。東壁中央に焼土 。炭化物粒が散る箇所があるが、被熱礫は確認できなかった。

住居内遺構はピットが 11基ある。壁寄りに位置するが配置に規則陛はみられず、深さも 0.10～ 0,35mと 差があ

る。また、断面からも明確な柱痕は確認できなかった。貼床も確認できない。

出土遺物の総量は 22,574gである。覆土中層からも完形に近い遺物が多い。また、床面直上、特に南西部は、炭

化物粒を多量混入する弱粘質土層が堆積し、その下から細片の遺物が多量出上した。美濃須衛産の須恵器が多く出

土し、特に杯 B。 蓋が多い。また、床面から刀子 2点が出上している。

(15)第 374号住居址

拡張区の中央に検出された。北と南を抗乱され、東側は拡張区南北 トレンチにかかるため、西側の一部しか残存

していない。また、時間的制約から遺物の取り上げおよびカマ ド周辺の掘削のみにとどまってしまった。そのた

め、検出プランからであるが、規模は残存 5。 2m× 残存 5.5mで、西壁で深さは 0.15mあ る。平面形は不明である。

カマ ドは西壁に位置し、周囲に被熟礫が検出されたため石組カマ ドであろう。住居内遺構は不明である。

遺物は、一部分のみの調査であるため全体を表すものではないが、総量 2,022gを得ている。

3 土坑

土坑は東区で 20基、西区で 9基の合計 29基検出した。撹乱されるものも多く、全容を把握できるものは少ない。

また、東区の 4・ 9土、西区の 24・ 27土は明確なプランやカマ ドを確認できず、住居址とは判断できなかったも

のである。遺物が一定量出土しており推定規模からも他の上坑とは異なる。以下、特徴的な土坑について記述する。

(1)第 4号土坑

東区の中央北寄りに位置する。検出面でプランを確認 し、グリンドを設定し掘 り下げたが切確なプランは確認で

きなかった。東側は溝 2に切られ、隣接する361住も土層断面観察用のベル トからは本土坑の覆土は確認できず、本

遺構を切つている。西に位置する 864住を切るものと考えられる。出土遺物の総量 894gである。黒色土器A杯や

須恵器杯Aが出土している。

(2)第 9号土坑

東区の中央南に位置する。遺構の大部分を撹乱され、西側の立ち上がりしか確認できない。下層覆土にわずかに

焼土粒が混入する。遺物は総量 1,456gで、西側に集中して出上した。

(3)第 24号土坑

西区の中央南に位置する。土坑としたが、平面および断面でも明確な立ち上がりはなく、唯一西側の立ち上がり

のみを確認できた。後述する溝 6・ 7と 重複するものと考えられ、平面プランも不明確である。覆土は鉄分が多く

混入する灰オリーブ砂質土層で、下層になるにつれて砂の混入が多くなる。出土遺物は総量 956gと少ないが、完

形の須恵器杯A(第 21図 233)が 出土している。

(4)第 27号土坑

西区の中央北に位置する。372住同様に平安時代検出面の一層下の暗灰黄色弱粘質土で検出した。372住に切ら

れるが、372住の下にわずかに本土坑の覆土が残存している。また、372住の西外側で礫の集中と焼土粒の分布が
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確認されたため、住居址である可能性もある。調査区外の北に続くが、5.3m以上×残存 2.5mで 、深さは 0.65m、 平

面形は不明である。出土遺物は総量 2,606gである。土師器鉢・奄 (第 21図 236・ 237)が あり、372住 と同時期

と考えられる。

4溝

自然流路を含め溝は8条検出した。溝 1は 20土・溝 3を切る。同じく溝 3を切る368住 と軸を同じくするため、同

時期の区画溝のようなものかもしれない。溝 2は石積 1お よび西岸の住居址を切る。覆土は拳～人頭大の礫で構成

され、洪水性の自然流路である。壁面の観察では、撹乱直下まで堆積しているため、平安時代以降長く堆積が続い

たようである。南に位置する第 8次調査でも洪水性の自然流路が確認されているが、位置と方向から推測すると、同

一のものではなさそうである。溝 3は 5 cm大までの礫が主体の砂礫層で、369住、7土を切る。溝 5は東区南束隅

に位置し、溝 2と 同じく洪水性の自然流路である。溝 4・ 8も砂礫層が堆積するが、流路というほど明確なもので

はなく決水堆積層の痕跡である。溝 6は西区の南北方向に流れるが、住居址の覆土と同じような暗灰黄～灰オリー

ブ砂質上で埋没している。底面に一部砂礫層が堆積し、流水痕跡は確認できるが埋土に混じる礫の大きさから考え

ても洪水のように流れの強いものではない。底面には 10～ 30 cm大程度の亜円礫が集中し、被熱したものもみられ

る。遺物は古墳時代後期の上師器杯 (第 21図 239・ 240)、 奈良時代の上師器・須恵器が出土している。溝の方向

から推定すると、撹乱より南側の 24上、溝 7を包括すると考えられ、一連の溝の可能性もある。さらに南側の第

8次調査の溝 1も しくは第 12次調査の凹地状地形と同一のものと考えられる。出上した土器はあまり摩滅してお

らず、被熱痕跡のある礫群が底面にまとまって出土するなど、第 12次調査の凹地状地形との共通点も多い。

5 石積遺構 1

東区北東隅に位置する。東区調査終了後、北への広がりを確認するために拡張区を設定した。石積 1が位置する

北東部は撹乱が深く、コークス灰が地表下約 lmまで堆積している。重機で検出面をやや掘り下げた高さで検出し

たものである。石積 1を覆 うように暗オリーブ褐～暗灰黄粘質土層が堆積しており、検出面は奈良。平安時代の面

より0.2～0.3m低い。当初は近世以降の暗渠と考えていたが、ほぼ直角に曲がるためトレンチを掘削し石積遺構

と確認した。

西側は溝 2に切られるが、一部、砂礫層との間にも暗オリーブ粘質土層が堆積しており、溝 2と の時期差がある

と判断した。溝 2は北にいくにつれて本遺構に近づくように流れているため、拡張区の中ほどから北は破壊されて

いるものと推測される。

上述のように撹乱・削平を受けているため上部の構造は不明であるが、上端で東西 5.6m以上、南北 12.Om以

上、下端で東西 8.8m以上、南北 13.Om以上を沢1る。石積の基底部からの残存高は南辺で約 0.15m、 西辺東区部

分で約 0,80五、拡張区部分で約 1.50mである。一部石を抜き取り、断ち割り断面を観察したが、15～20 cm大の扁

平な亜円礫を用いて石を積み上げている。また、石の間にも暗オリーブ褐色粘質上が混入している。

石が積まれる法面は、礫が多く混じる黄褐色～暗灰黄色砂質土層とその下の暗オリーブ褐色砂質土層で構成され

ている。後者は地山であるが、前者は盛上の可含静陛もある。基底面は基盤の砂礫層に直接石を積んで構築している。

南側には幅 0.6～ 1.2m、 深さ約 0.lmの浅い溝状遺構が石積 1に沿うようにあるが、西側は溝 2に切られるため

周構のようなものかはわからなかつた。また、拡張区の東縁に沿つて南北 トレンチを掘削中に石列 1を確認した。

調査区外の東に続くものと考えられ全容は不明である。直上まで撹乱されるが、30～40 cm大の扁平な石が並ぶ。

南側には 10 cm大程度の礫が集中している。石積 1に囲まれた範囲内に位置しており、関連も考えられるが性格の

特定までには至らなかった。

石積関連遺物は南側の浅い溝状に堆積した砂礫層から出上した土師器 (第 22図 254)と 、石積の下層から出土

した土師器甕体部片がある。いずれも細片であるが古墳時代前期の可能性がある。
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第 2表 竪穴住居址一覧

血ltEI至轟髯蓬1靱鵠誤爾い)|

方形  |  (41)× 4.1× 045
360  ラ便

N-7-E

時期 1       備考

束壁にもカマ ドあり (焼± 1)。

4～醐 哲塩(講境齋昭言矯籍
い 。

カマ ド形態

位置  ―

石組か  焼土 l

西壁中央(124)

88× (80〉 ×052

(618)

新
一旧

削 束
ぐ軍ぞ |に

°
温 ∵

�儀躯
1釧 英 推

膨   併耳期 脱 覆土下よリカマ ド検跳

3621東 長々γrゝ
 97)ィ (45)× 060  石組  5去 ^_^     7期    預

組カマ ドの遺存良好。完形遺物υ中
|ハ  N80E     (125)    北壁西寄り 363～ 365住     1″ J   

が数多く出上した。

3631 東
 
―
 龍監w     46× iむ |∫

0:05   ! 
東屋督央 i::拿廷き6:を :｀

 P2    6-ヤ 7期~~ィ ンヽ  N88W      109      東壁中央 i364～ 366住     
日 ′ンJ

I  I 長方形   46× (3.6)× 045   石組   362・ 363住、4上、P4     1東 西2ヶ 所にカマ ドあり。遺存状況
864 東 l w。 ィr      /ハ ら、     旧:束壁中央          6～ 7期  から西カマ ドを新カマ ドと判断し864 東 I N-81E      (93)     

録 :吾匡:交             6～
7期

  空
ら西カマ ドを漸〒カマ ドと半」1当庁し

|た。

1調査区外に続き、カマ ドは未校
365 東 1 方形か 1 58× (36)× 0,75 不 明 362・ 363住、5土、P101

3～ 5期  1出。大半をコンクリー ト基礎に杭

.……i.…………Jtt17「 P,… |.………………(1猛 :.,メ .……………………ヽ
~   |    1乱

されている。

3661東  方形分 |(48)メ (4.4)× 0651焼土面のみ 363住、Pl、 溝2   4～
6期  

―
トレンチにより確認。未掘だが、

1             南壁西寄り           |    カマ ドおよびプランを確認した。

1   長方形か | (57)× 47× 058 +被熱面のみ 12・ 17土           調査区外に続く。カマ ド以外に引
5期   東隅・中央にも焼土散布が確認 され3671東

  N5-E I   (200)    1 南西隅|                      た。

3681東  宦γドi  02、 35× 025  1焼土面のみ
,r     I‐ 並H_占  6か A洋 連6~~   4期    溝3を切る。床面は砂礫層である。

3691

唯60E1     76     1 東壁中央 1369住 、溝3…
■,…

………
|■■,|二

・
(1,貫

¨
二

…̈…
T~~■↓苫

・
1:…

…
|とるむ言ご

…
髄∵1もと

葉

T…

ち 彬
…
T… r・も

'長・
江

'あ

� 上ち
…

1…咤 を示
…

1題ヂ
子
…
1芝 riも■t…

…

1鉱
……

、軍ご英ビi達iζ

・

死1
I   N 16 E     (126)    .北 壁中央か |

訂0東 瑕身葬κ二化さ絶毬Чい
5 _て狙ぅ|

371 東 |―
不明 「  不明、不明×02   焼土面のみ

……i……|… ……………………………・     西壁中央か

|_1 方形か 1 53× (42)× 055   石組  P31・ 32
372 西 l lli

l N82W     (174)      東壁  27土
1 方形

373  7耳
 |  、と89-E

醐 要憲桑塞臨 参錠 。
り

理
己 大部分を撹乱される。

霧望
己
 写類

下で検出。
°
煙毬I鵜

東壁中央に
被熱面あり

3期
調査区外に続く。大型住居で、多
量の遺物が出土した。美濃須衛産
1須恵器が多量出土。
1拡張区掘り下げ中に検出した。 ト

1詣 /チ
および撹舌Lにより全形は不不明 ×不明 ×015 石組か

西壁
374拡 張 6～ 7期

計測値のうち、 〈〉は残存値、 0は 推定値 である。

主軸方向はカマ ドの方向として計測 した。住居址隅にカマ ドがある367住 と、カマ ドが検出されなかった365住 については長軸を主
軸とした。

カマ ド形態は、ほとんどの住居址で廃棄後の状況を呈していると考えられるが、周囲に被熱礫が出土する場合は石組カマ ドと推測
できる。

遺構の新旧関係はその遺構より新、旧で表示 した。

馬ド1地
区

形態
長軸 X短軸 ×深 (m)

l土  東
2土 1東
3上  東

円形か |
円形か |

102× 050× 040  1石 積ユ

090×  (080)× 0.38

(045)×  (060〉 ×032

350× 320×  (026〉

089× 060× 055
0 66〉〈0.58× 0 20

089× 080× 022
(050)× 051× 010

452× 345×  (024)

063× 059× 06
050× 045× 0.14

074× 059× 012
095× 083× 019

058×  (030〉 ×017
094× 094× 020
1 01)〈 0 85〉〈0 27

暴∵整
、土師高杯・甕A・ B・ 小型甕、須恵

6～ 8期。4土
1東

  不明 |

5土  東 1 楕円形 |
6土  東
7土  東

9土
1東   不明 |

10土 |ぇ __円形  |
11土 1東   円形  |
12土 1東   円形  |
13土 1東  円形 ? |
14土 1東   不明 |
15土  東  円形  |
16土  東  円形  |

3644と 361住

十土師小型甕

367住

369住

溝3

溝3

署 差
土師甕卜小型甕、須恵杯け 蓋・

5～朝 。

土師甕

土師甕、須恵杯

土師甕B

第3表 土坑・ピットー覧
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17士 東 円形 0.70恭 0,磁X0114 蹴

盤 土 蒸 円形 9.30Xα 6Sx0131
119土 東 円形 0.路XOi 441規■21

殺 土 東 長円形 97)Xl.5 ЖI∝ 郷 ■

'■

簿議1

霧11」ヒ 西 円
―
形 α75 Xd 70X tti31) 罐 土

22土 菌 長円形か 1,50※ 生露IX 011籠 21上 土前翅象 塚親翻添
23士 西 長 円形 1.37米n176 XO● 03
24土 西 莉 &72 XI&44XO● 34? 上師欲 須慮麻A'甕(燒粘■_la 蜘 薙

25士 西 円形 上07× 1万
.061X101 Sl 土騨

26土 西 円形 0.も6X,ljlX01.o9
27土 西 不明 1.24y x t,03)懸 0.58 372t 土師弩 ,B輸氣 霧醒議轟,弩 7(漸腰を為

28士 西 不―明 儀95κ Ю146〉 X■ 08

29土 頭 不 明 1=醒〉 XI租 35J双 儀 16
一Ｐ

東 円形 0.40X■ i35XOI`18 366住

P2 東 円灌 α51※ユ.44X,IS 363TX 主帥甕
P8 東 ,円形 0,39 Xt27XO,11
P4 熊 ■形 儀 刺 XO.25X tl.― l17 駆 住 土師甕
P5 東 円形 ∝鰤 来α

-23X O.-17
301住

菌 東 町形 未掘。
P7 東 精円形 ∝40 XOi 301XOilG 土師碧勢

P8 東 円提 01襲 Xα 4必X C11 05

P9 東 円テ 0.41X盛軸 X■ 17

,10 東 橋円形 ∝48 XlⅢ31 XOⅢ 10 365tL 螂

東 H影 ∝a4Xα 34XO.13

'12
東 円形 0,42 Xα  34XO.19
東 円形 儀29々α 19XCli“

P14 東 日i彩 0.27 ЖI盛 1踏XOi 08

東 精 円形 α86来0125XO― .25 20Jヒ

P第 東 略 0.44※d89Xlα  14

P17 東 精 1円形 0.41 ЖI&33 XO.18

PlB 西 円形 α42繁Oi 39産α23

西 円影 0.23米航120 XO.19

P20 西 H/// は24Ж■121メ■21

P21 酉 円―形 伍21X ω.10,X倣 .23

P22 酉 円形 α26Xα 路 狭&34
P‐23 西 耐形 鋭―か ×018X転 20

P24 函 円形 | ∝ 45※α,40XO,28

P25 西 円形 α47xα 42Xa 18
P26 西 精円形 0.48※101 47 XO`07

P27 西 1諷形 磁36粟011舗Xα 07
p28 西 不 明 茅:こ」  協ことh,

P29 西 橋 円!形 ∝52来044X住 09

P30 西 彫 ∝31雅Oi30X9・ 125

P31 西 円形 儀30X028業 a40 372r■

PB2 西 円形 0.EO×つ124X住 42 372住

PB4 西 円形 0.43X飢 42 X O.13 373住

P35 西 円形 0.38 Xα .3eXO.69 葬難

P86 西 冊形 ∝ 34※&1341※ 0.2・9 373住

P87 西 円!形 転30X盛 1拗IXα 50 3734 と師甕
P88 西 剛形 0.50×は.45ズ 1儀 27 873fI

P39 西 円形 α30驚d23Xむ。40

第4表 薄‐曳

緻 東 0.55Xは 20 20ム 1騨 密置ミ打踊圭ユI詈露極 
― 観 往 と1軸が同 じ6

翻 東 駐0来 1.65以上
861‐ 86礁
2-4上、石積 1

土師熱 二十C 自紬 路
`

驚 東 る,p※ ∝0以上 369t、 0士 艶 1・
“

。
的 自1燃節細路も

溝 S 東 11“以―上�不明 自擦鸞れ露亀

納 西 4.25 X α.67 土師器杯1梼.驀、須恵郡肘EI蓋1高杯‐

甕・ 重!

7報

激 西 不明※転38
24上、
P24■ 25 主師奏1察鴬難AⅢ寮 騨 とロー鞠

瀧 画 0:.651採 0.03 亀 占  ・ |・F岳面市冤路肇●髯藤■  窃雪手雲朝露くA・ E蜃・唸濠1冦ユ 自鶏障ユ恋盤霧漸殊
^
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361住

(α 5～ 5cm大礫中量 焼土徹量)

2 暗灰黄～オリープ福色砂質土

(α 5～ 4cm大礫 炭イヒ物少電

焼土多量 灰中量)

3 灰～灰オリーブ色砂質土

(炭化物多量 焼上少量)

ヽ

撹
　
乱

ヽ

暗灰黄色砂質土 (01～ 5cm大礫中量)

暗灰黄色砂質土 (01～ 3cm大礫少量)

暗灰黄色砂質土 (01～ 10cm大 礫中量)

暗灰黄色砂質土 (01～ 6cm大礫多量 砂混入)

黄灰～暗灰黄色砂質土 (α l～ 4cm大簾中量)

砂礫層
1 暗オリーブ褐色砂質土 (1～ 5cm大礫中量)

2 暗灰黄色砂質土 (細砂 1～5cm大礫多重)

3 黒褐～暗オリーブ褐色砂質土 (細砂多登 1～確m大礫中量)

4 暗オリープ褐色砂質土 (1～ 2cm大礫少量 焼土中量)

5 暗灰黄～オリーブ褐色砂質土 (砂多量)

6 オリーブ褐～暗オリープ褐色砂質土 (砂  1～2cn大礫多量 焼土少kI)

7 贈オリーブ褐色砂質土 (砂 多量 焼土少量)

8 黒褐色砂質土 (灰 白色砂中量 焼土多量)

9 黒褐～暗オリーブ褐色砂質■ (～5cm大礫少量 砂多量)

ｍ約

ｇ

一
５９５

カマ ド出上状況

◎
戯 聯

輪Q亀

翌ゝ名、F

C          C'
3    3    59600m

以

打

Ｑ

ｒ

ｌ
◎
Ｐ．

ミ

ρ
◇ノ

′／
ゝ

カマ ド出土状況

0           1m

0           1m

|

◇ゝみ

1 暗灰黄～黄褐色砂質土

(l12～ 5cm大礫多量 鉄分中量)

2 暗灰黄～黄褐色砂質土

(1～ 15cm大 礫中量 炭化物少量)

3 暗灰黄色砂質土

(αユ～03cm大 礫中量 灰色土塊少長)

4 暗灰黄色砂質上

(01～ lcm大 礫 灰色土塊 鉄分中量)

Ａ
一

Ｂ
一

1 黒密色砂質土 (焼上 炭化物中量)

2 黒褐色弱粘質土 (炭化物少量)

3 黒褐色砂質土 (～ lcm大 礫多最)

0           2m

第 7図 遺構 (1)

8

ｒ
一
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363・ 3664主

も
|

364住

日０■０俄へ^鵜、本^^
＾^小^̈
＾^^
い^い^^
へ、Ｎ^ハヽ公ハト穏へ《^いいいいいいい蛉^蛉蛉^^

ヘ^ト馨へ茶

。①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

363住 [A― A' B B']
1 暗灰黄色砂質上 (灰色上塊 03～ 5cm大礫中量)

2 暗灰黄色砂質土 (灰色土塊中畳 03～ 2cm大礫少量 炭化物微豊)

3 貰灰～暗灰黄色砂質土 (灰色土塊中量 05～ 4cm大礫少鷺 焼土徴量)

4 灰オリープ色砂質土 (～ lcm大 礫 灰色土塊少量)

5 黄灰～暗灰黄色粘質土 (灰色土塊中量 0 5cm大礫少量)

366住 [C―C']

黒lB～暗オリーブ褐色上 (～3cn大礫中登)

暗オリーブ褐色砂質土 (砂多量 ～5cm大礫中量)

暗オリーブ褐色砂質土 (砂 ～5cm大礫多最)

黒得色砂質土 (砂多量 ～7cm大礫少量)

暗灰黄色砂質土

砂礫層 (～5cm大礫VfL入
)

1 暗灰黄～オリープ褐色砂質土 (02～ lcm大 礫 灰色土塊少量 炭化物微量)

2 黒褐～暗オリーブIB色砂質上 (灰色土塊中壁 1～ 15cm大 礫少量)

第 8図 遺構 (2)

0           2m
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365住 3684主

1 晴灰黄～黒褐色砂質土 (05～ 3cm大鰈中量 灰色土塊少量 炭化物 鉄分微見)

2 灰～灰オリーブ色砂質上 (05～ 3cm大礫中量 灰色土塊 鉄分少量)

3 黒褐色粘質土 鰈 微量)

4 黒褐色粘質上 (青味おびる)

5 灰色砂質土 (鉄分 掲色上粒中量 ～lcm大 礫少量)

6 暗灰黄色砂質■ (灰色土塊中量 1～ 4cm大礫少量)

7 原色粘質土 (鉄分中量)

黒褐色砂質土 (～ 3cm大礫多豊)

砂礫層 (暗 オリープ褐色砂質土混入)

灰黄褐色砂質土 (～ 2cm大礫多量)

黒褐色砂質土 (～ 3cm大礫多量)

黒褐～賠灰黄色砂質土

369f■

暗灰黄色砂質土 (01～ 5cm大簾少盪)

黄灰～暗灰黄色砂質土 (α5～ 10cm大 礫少量 灰色土塊多量)

暗灰黄色弱粘質土 (焼 土中見)

暗オリープ褐色砂質土 (1～ 2cm大礫徴量 焼土少民)

暗灰貨色砂質土 (炭イヒ物微量 被熟層)

暗灰黄～オリーブ褐色砂質土 (砂 多量 焼土少量)

374住

ml

A'

59610m

オリーブ褐～暗オリーブ褐色砂質土 (～05cm大 礫多量 2～4cm大礫少最)

黒褐色砂質土 (～α5cm大礫 lt砂多竜 ～5cm大礫少量)

暗オリーブ褐色砂質土 (～0 5cn大礫多量)

黒褐色土 (鉄分 灰白色粘土少量 ～2cm大礫中量)

4層 より暗い砂質上 (～3cm大礫 焼上 炭化物多量)

黒褐色砂質土 (1～ 3cm大礫多最 砂少最)

黒4b色砂質土 (～5cm大礫多最)

'旨

灰黄色砂質上

黒褐～暗オリーブ褐色砂質土

暗灰黄色砂質土 (砂多屋 ～2cm大礫中量)
0           2m

第 9図 遺構 (3)
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呈響
Q   。

370住 371住

カマ ド出土状況

1 暗灰責色弱粘質土 (焼土中畳)

2 暗灰黄～オリーブ褐色粘質土 (焼土多豊 小礫中量 炭化物混入)

3 黄褐～オリーブ褐色砂質土 (焼土中量)

4 オリーブ褐色弱粘質土 (焼土多量)

0           1m

27土遺物出土状況

蒻易蒻″瘍蒻瘍易易蒻蒻蒻易蒻蒻蒻落蒻易易蒻蒻捗
�∽m

l 褐灰～灰黄褐色砂質■ (～ 3cm大礫中量)

2 オリーブ褐色砂質土 (細砂)

3 暗灰黄～オリーブ褐色細砂

4 黒褐～暗灰責色砂質土 (～2cm大礫少量)

3

|          |
晴オリープ鶴色砂質■ (～2cm大礫中量 焼上少量)

黒褐～暗オリープ褐色粘質■ (鉄分 礫多量)

暗灰黄色粘質土 (鉄分多量 ～2cn大礫微是)

黒褐色砂質土 (砂  鉄分 灰色砂質土多見)

372住・27土

ビ
一

Ｂ
一

o            2m
1

372住
鉄分層

黄灰～暗灰黄色弱粘質土 (鉄分中量I～ 3cm大礫微量 灰色土塊少量)

黄灰色弱粘質土 (3cm大 礫 鉄分 灰色土塊少量)

黒褐～1旨灰黄色弱粘質土 (3～ 4cm大礫中量 灰色上塊少量)

暗灰黄色砂質土 (～4cm大礫中壁)

27土
6 暗灰貰色砂質■ (～5cm大礫 鉄分中畳 灰色土塊少量)

7 黄灰～暗灰黄色砂質土 (～ 10cm大 礫多量 鉄分 灰色上塊少景)

8 暗灰黄～黒褐色砂質土 (lcm大礫中量)

第 10図 遺構 (4)
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蘭
|

遺物出土状況
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日３い３　へペベベベ穐は陰はｋはヽ
隠磯

引

　

　

　

【
　

　

引

。0≦

ユ 黄灰～暗灰黄色砂質土 (鉄分 灰色上塊中盪)

2 暗灰黄色砂質土 (灰色上塊中量 2～6cm大礫少量)

3 黄灰～暗灰黄色砂質土

(鉄分多量 灰色上塊 ～3cm大礫少量)

4 黄灰～暗灰責色弱粘質上 (鉄分少量)

5 黄灰～暗灰黄色粘質土

(鉄分 灰色土塊中量 炭イヒ物 1～ 15cm大 礫微量)

6 黄灰～賭灰色砂質土 (鉄分 灰色■塊少畳 4cm大 礫微量)

7 黄灰色砂質上

(鉄分多畳 灰色土塊中量 ～4cm大礫 炭化物徹量)

8 黄灰～暗灰黄色砂質土 (鉄分中量 灰色上塊少髭)

9 暗灰黄色砂質■ (～6cm大礫 鉄分少量 灰色土塊少量)

と0 暗灰黄～黄褐色弱粘質上 (灰色土塊 鉄分中量)

H 暗灰黄色砂質土 (鉄分中量 炭化物 lcm大礫少量)

12 暗灰黄色砂質土

(鉄分多量 災化物TJl量 灰色土塊中量)

13 責灰～暗灰黄色弱粘質土 (鉄分 炭化物少量 灰色土塊中量)

14 暗灰黄色砂質上 (灰色土塊 鉄分中量 炭化物微量)

15 黄灰～暗灰黄色砂質土

(灰 色土塊中量 鉄分少量 lcm大礫徴盈)

16 灰～灰オリープ色弱粘質上 (鉄分 lcm大礫少置 炭化物微量)

0           2m

0
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)炭化物混入層
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①

第 11図 遺構 (5)
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石積 1・ 石列 1

亀ピOWS

0           2m

第 12図 遺構 (6)
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石積 1

A

暗オリーブ褐色粘質上 (灰 自色粘土多量)

黒褐～暗オリープ褐色粘質土 (鉄分多量)

暗オリーブ褐色砂質土

暗灰責色粘質土 (炭化物 Icm大礫微量)

砂礫層 (青味おびる)

砂礫婚 (1～ 15cm大 礫混入)

砂礫層 (1～ 10cm大 礫混入)

砂礫層 (1～ κm大礫混入 砂多豊)

灰オリーブ色砂質土

砂礫層

砂礫層 (1～ 5cm大礫混入)

砂層 (粗砂)

1 灰オリーブ色砂質土

(灰色土塊中量 Icm大礫少量)

暗オリープ褐色砂質土

暗灰黄色弱粘質土 (灰色土塊中量 1～ 3cm大礫混入)

暗灰黄色砂質土 (灰色土塊中畳)

暗灰黄色粘質土 (炭化物 ～lcm大 礫微量)

暗灰黄色弱粘質土 (炭化物微量 2～5cm大礫少量)

石積層 (10～20cm大礫 暗灰黄色弱粘質土混入)

暗灰黄色弱粘質士 (灰色土塊少量)

暗灰黄色砂質上

灰オリーブ～オリープ黒色砂質土

暗灰黄色弱粘質土

オリーブ黒色砂質土

砂礫層 (灰 オリーブ色砂質土)

灰色砂質土 (鉄分多量)

砂礫届 (青味おびる)

灰オリープ色弱粘質土 (2～ 4cm大礫中量)

灰色砂質土

灰オリープ色砂質土 (褐色土粒中量)

砂礫層

砂層 (粗砂)

石列 1

/
/

7 暗灰責色弱粘質土

第 13図 遺構 (7)

E     E'

%劾%59590m
暗灰黄色弱粘質土

(05～ 3cm大礫中量 褐色土粒少量)

F      F'

%笏場。
595つ llm

暗灰黄色弱粘質土

(05～ 3cm大 礫中曇 褐色土粒少量)

溝 1

筵渇
⊇電
鞄
◇

暗灰黄色砂質土 (1～ 3cm大碑中量)

/

0          2m

溌θ6
つる
0°

ひ
Ψ◇

灰～灰オリープ色砂質土 (礫混入)

暗灰黄色砂質土 (lcm大礫中畳)

暗灰黄色砂質土

(α5cm大礫 灰色上粒少曇)

黄灰～暗灰黄色弱粘質土

階灰黄色砂質土

(灰色土塊多量 icm大礫少量)

1 暗灰責色砂質■ (鉄分中量 黄褐色土粒少畳)

2 暗灰黄色砂質土 (鉄分多星)

3 灰オリーブ色砂質土 (鉄分少畳)

4 灰オリーブ色砂質土 (灰色土塊

“

量)

5 灰オリーブ色砂質土 (鉄分中豊)

6 暗灰責色砂質土 (05～ 5cm大礫中量)

7 灰オリーブ色砂質上 (鉄分少量)

8 黄灰～暗灰黄色砂質上 (鉄分少量)

9 暗灰黄色弱粘質土 (鉄分中景)

10 砂層

H 黄灰～暗灰黄色砂質土 (灰色土塊中量 鉄分少通 ユ0～20cm大礫多量)

12 灰オリーブ色砂質土 (鉄分少量)

13 灰オリープ色砂質■ (鉄分中世)

14 砂礫層

15 灰オリープ色弱粘質土 (鉄分少量)

16 砂層

珍
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059610m
黄灰～1を 灰貨色砂質土 (鉄分少量)

斡

59610m

費灰～1を灰責色砂質上 (鉄分 05～ 3cm入礫少t)
と灰黄色弱粘質土 (鉄分少見 ～lcm大 礫微量)

26土

―◎
|

笏 )。

59620珂

1 オリーブ黒色砂質土 (鉄分少量)

2 黒褐色弱粘質■ (鉄分多量)

10

第 14図 遺構 (8)

5土

―

の

一

1 暗灰女也砂質土 (lcm大 礫中量)

2 1き灰責色砂質土 (5～ 10cm大 礫少lt)

11土

¬
⑥~

29ΞL  4
一

  二 ▽

―

1 オリーブ黒色IIH質 土 (砂 炭化物少量)

2 オリーブ将色粘質土 (炭化物微量)

3 オリーブ黒色粘質土 (粘■塊多量 )

4 黒掲～暗オリーブ褐色粘質■ (砂 多量)

5 黎褐色弱粘質上 (砂多量 灰白色粘土少員)

6 黒褐色弱粘質上 (砂多量)

7 黄灰～暗灰賛色砂質土

8 黄灰～席灰貴色砂質土

9 黄灰～暗灰黄色砂質上 (炭化物少,こ )

灰色砂質土 (鉄分少量)

灰～灰オリーブ色砂質土

灰オリープ色砂質土 (鉄分中量)

女灰～暗灰黄色砂質■ (05cm大 礫多量)

暗灰賛色砂質上 (灰色土塊中盈 鉄分少量)

貰灰～1音灰黄色砂質土

貨灰色砂質■ (鉄分中畳)

責灰～晴灰貨色F1/N質 土 (α2cm大礫中量)

砂礫層 (03cm大 礫混入 )

責灰色砂質土 (鉄分中量)

貢灰～暗灰貴色砂質土 (02cm大 際多量)

大灰～1旨灰賛色砂質上 (鉄分中氾 )

―◎
「

%甥

59620m

暗灰女～オリーブ褐色砂質土

(覧m大礫傲見)

12土

―≦⊃―

059620m
l 暗灰貴～オリープ箔色砂質土

(01～ 2cm大礫少量)

2 1青 灰責色砂質上 (02cm大 礫少長)

18土

―
＼⑦

―

暗灰責色砂質土 (1～ 2cm大 礫多R)

暗灰焚色砂質上 (lcm大礫少■)

暗灰黄色砂質上 (05cm大 礫中畳)

灰オリーブ色砂質土 (細I砂 )

之〕ユ
%劾 。

59550m

オリーブ褐～暗オリーブ褐色砂質上

(砂多量)

8土

59630m

劾

蜘 m

灰オリーブ色砂質 L  2 灰オリーブ色�i質 土

灰オリーブ色粘質土 (鉄分中とを)

灰オリーブ色粘質土 (鉄分少畳 )

灰オリーブ色瑞与質 [(鉄分中量 )

灰オリーブ色粘質I(鉄 分多置 )

1些

◎
「

鮎

5"釣m

lき 灰女色砂質■
          1

16土

―《⊆》―

7土

―

電 )一

斡

動

暗灰黄色砂質土 (1～ 5cm大礫多長 )

13土

―
(E3)一

1 暗灰黄色砂質土 (1～ 5cm大礫多量)

2 Π音灰黄～オリーブ褐色砂質土 (1～ 4cm大 礫多量)

3 1音 灰女色砂質土 (05cm大 礫少性)

4 黒褐～貯灰黄色砂質土 (2～ 3cn大 礫

“

量)

5 晴オリーブ褐色砂質土 (1～ 2cna大礫微旦)

」◎ く

斡

蜘 m

暗灰責色砂質土 (02～ 5cm大礫中そ )

1

3

―@型
596?Om

オリーブ褐～1き オリーブ褐色砂賀土

15土

―

⑩

―

斡

r09b10111

晴灰貨～オリープ褐色砂質土

(～4cm大 礫中丘)

貴褐～オリーブ褐色砂質上

(02cm大 礫微量)

暗灰黄～オリーブ褐色砂質■

(02cm大 礫微量)

どれ⊆》―

暗灰at色砂質■ (1～ 4cm大傑中見 )

9土

＼

。
。中
　
　
＼ヽ

21 ・22EL

鰤

黒褐～1旨オリープ褐色砂質上 (～2cm大礫微量 )

暗オリープ掲色砂質」i(～ lcn大礫少量

炭化物微量 鉄分 灰白色 シル ト塊混入 )

暗灰責色砂質土 (灰色上塊少よ )59610m

20EL

灰オリーブ色砂質土 (鉄分少豊)

灰色砂質■ (鉄 分中■)

灰オリープ色砂質上 (鉄分少よt)

2 灰オリーブ色粘質上 (褐色上粒少量 )

3 灰～灰オリーブ色砂質上

4 オリーブ無～灰オリープ色砂質土 (掲也土粒中■ )

0           2m

レ
にぶい黄褐～褐色砂質上 (～3cm大礫少量)

砂礫層 (～2cm大礫淀人)

塊

蜘 n

暗灰 trl～ 黒褐色砂質上 (灰色上塊少丘)

Ⅷ
Ⅷ

Ⅷ
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第 3節 遺物

1 土器

(1)概要

土器は遺構内、検出面等から出上があり、明らかに近代の境乱に伴 う陶磁器類を除き全点を回収した。総量で

85,691gと なる。

土器の整理は、洗浄の後、取り上げた単位毎に遺構順になるように固有の番号を振り、上段に遺跡・調査名であ

る「出ガワ南 15」 を、下段に固有番号と帰属遺構等を注記した。接合は、まず帰属遺構内で、次いで周辺遺構、検

出面等で、出土地点を跨いだ接合がないかを検討しながら行つた。この段階で、遠距離にある遺構間での接合につ

いて見落とされている可合留性はある。実測遺物の選別は、残存度が良いものを中心にしたが、甕類など大型の器種

については大破片であつても図化不能で選別できなかったものも少なくない。また、この段階で遺構単位の土器群

の特徴を示そうという選別傾向が生じている可能性は当然ある。実測は従来の考古学的手法によつて、基本的に側

面図に断面図を組み合わせる作図法で行い、底面図が必要と判断したものについてはこれを付した。最終的に本報

告書へは 262点を図化提示できた。実測図の断面が白抜きは土師器と黒色土器、黒塗りは須恵器と軟質須恵器を

示している。軟質須恵器は土器番号の脇にNの字を付した。

出土土器の記述は、個別の器種・器形の属性を探ることと、遺構等出土の上器群の時期・Jl■格を把握することの

2点に重点を置いた。出土土器群全体を掌握し客観化する作業は困難なものであり、様々な方法が試みられている

が、今回はあくまでも調査地や遺跡の歴史的位置付けや評価に即応できることを主眼とした。本文中の番号は第

15～ 22図の上器実測図の番号に一致する。「甕形土器」等の名称の「形土器」は省略した。

なお、器種・器形の分類と名称及び土器群の年代観は、古墳時代後期の杯類については文献 1、 奈良 。平安時代

の上器全般については文献 2に準じた。

(2)種別、器種・器形

調査全体で出上した種別は土師器、黒色土器、須恵器、軟質須恵器の4種がある。陶磁器類の出土はなかつた。

時期的には、すべてが古墳時代と奈良時代、平安時代前期に属する。

ア 古墳時代の土器

主に古墳時代後期の上師器と須恵器が出土している。土師器の中には内面または内外面黒色処理が行われている

ものがあるが、この時期には黒色処理技法が特定の器種に必ずしもすべて行われている訳ではないとの理解か

ら、あえて黒色土器の語を避けた。

(ア)土師器

"下

 (142-147・ 239。 240)

基本的に丸底で、口縁部に強いヨコナデが施された後、内面または内外面に横のミガキ、体部下半一帯に手持ケ

ズリが行われるものである。文献 1による古墳時代後期の上師器杯は杯Aから杯 Sま での 19器形に分類されてい

るが、今回調査も同一遺跡内の別地点であるためこの分類を従う。すると杯A3:144、 杯B8:240、 杯E:142、 杯

」c:239、 杯M:147、 杯 P:143・ 146、 杯O:145と なる。いずれも丸底または丸底気味を呈すので底径は計

測し得ない。145～ 147・ 240は内面に、また 239は内外面に黒色処理が行われている。

今本 (148。 151・ 236)

定型的な鉢と呼ぶべき器種はなく、他の器種・器形に該当しないものをまとめた感が強い。148は杯 Jを大型化

した形態で、杯 」と同機能と考えるが、寸法によつて鉢に分類した。151は小型の甕に似るが、内外面にミガキが

あり、内面には黒色処理が行われているのでここに含めた。236も同様に小型の甕に似るが、頸部にくびれがな

く、内外面にミガキがある。
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凛筆 (140・ 141。 150。 237)

文献 2の養Aに相当する、古墳時代後期に伝統的な長島同形の甕である。口縁部を強くヨコナデされ、成形 。調

整ともに雑でナデや工具ナデが多用されている。底部は厚く、底面に木葉圧痕を残す。237の ような中型品には底

部を丸底気味に仕上げるものもある。

宜& (152～ 154)

丸く張る胴部に「く」の字の口縁部がつき、胴部にミガキが行われるものである。古墳時代に特徴的な器種で、奈

良時代以降はわずかに胴張り甕として古い時期に残るのみである。

その他の器種 (18。 226・ 238。 254)

古墳時代後期に属さないものをまとめた。18は球形胴で「く」の字に外反する日縁を持つ壺と推定する。古墳

時代中期に含めたい。226は脚接合部で、弥生時代または古墳時代前期の台付密の一部と考える。238は 4段成形

の高杯の脚柱部で、内面上半に絞 り痕、下半に横のケズリがあり、外面は縦のミガキがなされる。古墳時代中期に

属する。254は内湾気味に開く口縁部で、おそらく対かヒサゴ壺の一部になるのではないかと考えている。口縁端

部の内側に面が作られているのが特徴といえよう。古墳時代前期に遡る可能 l■ を認めたい。

(イ )須恵器

杯身 (160)

蓋杯の杯身が 1点図化できたが、日縁の立ち上がり部を欠き、全形は不明である。蓋受け部の最大径は ■.4 cm

を測る。

"下

華ミ (149・ 158・ 159・ 235)

蓋杯の杯蓋は肩部に稜を持つ 158・ 159と 、天丼部からなだらかに端部に至る 149。 235の 2形態がある。一般

に稜を持つ形態の方が古式と認識されているが、本例はいずれも古墳時代後期の中で収まるものと考える。159

には口縁端部内側に沈線状の窪みが一周しており、かつて面取 りされていた形状の痕跡を残している。

高杯  (246)

高杯脚端部と思われる破片が 1点ある。ロクロナデの単純な端部となっており、面取り等がないので高杯ではな

い可含〕l■ もある。

甕 (155)

数種類の月同都破片が出上しているが、日縁部から胴部までまとまった形で図化できたのは 155の中型の甕 1点

のみである。口縁端部の肥厚部に沈線が巡らされ、胴部外面は平行線タタキ、内面には全面的に同心円紋当て具痕

が明瞭に残る。

イ 奈良 。平安時代の上器

土師器と黒色土器の関係は、特殊なものを除き、小型の食膳具を黒色土器、炊飯具を土師器で作り分けている。

須恵器には食膳具と貯蔵具がある。軟質須恵器は須恵器に比べて胎土が粗く、一応、還元炎焼成だが軟質な土器で

杯の存在のみが確認されている。

(ア)土 師器

杯 (156)

1点のみ、畿内系の暗文杯が確認されている。橙色の特徴的な胎土を有し、体部に斜放射の暗文が付けられてい

る。底面内部には円形螺旋の暗文が施されていた形跡が窺える。口径に対して器高が低く、畿内の編年では新しい

方に位置づけられている。この器種は本市域では8世紀代にわずかに類例が認められるのみである。

移屯 (241・ 242)

本例はいずれも破片資料で全形を知りえないが、黒色土器Aの杯Aに近い形態を呈すと推定する。胎土が白色微

細で焼成があまい。
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是豊 (38)

大型の器種である盤Aの 口縁部破片が 1′点のみ図化できている。盤Aが盛行するのは 9世紀末以降であるが、本

例のような古い時期には出土例が少なく、初期の消長や型式変化については未だ不明な点が多い。

小型甕

小型甕は多数出上しているが、ロクロナデが行われる小型秦Dと 、ロクロナデが行われずハケメを有する小型甕

Bが認められる。小型甕Dは月同部外面全面にカキメが施され、底面には回転糸切痕が残る。中にはハケメをかけた

後にカキメを施した折哀的な技法が認められるもの (202)も ある。小型甕Bは胴部外面に縦のハケメを持つのを

特徴とするが、胴下部は横のハケメの場合もある。小型姿Dは土師器甕Bの出現に前後して登場することが知られ

ており、先行する小型密Bと の間の型式的断絶をどのように捉えるか、今後の課題となろう。

甕

古墳時代後期から伝統的な長胴形の甕Aと ハケメを多用する長胴形の甕Bがあり、甕Bが圧倒的に多い。甕Bは

松本盆地南部と天竜川水系に主体的に分布する土師器甕である。この他に東信型の甕である甕C(いわゆる武蔵

甕 :16・ 257)と 北信型の甕 (136)がわずかに出上している。

甕Bの基本形は、胴部外面に縦のハケメ、内面に縦長のユビナデ痕がのこり、口縁部はロクロ調整されて内面に

カキメが施されている。しかしながら、今回報告の甕 Bの中には口縁部内面がカキメではなく横のハケメのものが

多数見られ、これらは胴部内面にもハケメや工具ナデを有するものが多い。一方、胴部外面上半のハケメの上にロ

クロナデの痕跡を留めるものもあり (105・ 135)、 これには口縁内面にハケメやカキメが行われていない。文献 2

に基づけばロクロナデの行われるものは養Dと 分類されているが、甕Dは外面のハケメが顕著ではない。したがっ

て、本例はをBと甕Dの折哀型と理解 したい。ここでは便宜的に口縁内面がカキメのものを甕 Bl、 ハケメのもの

を姿 B2、 さらに胴部内面に縦長のユビナデ痕を持つものに a、 ハケメや工具ナデのものに bを付 し、甕Dと の折

哀型は甕 B3と 分類しておく。おそらく大きな流れは甕B2bか ら甕B laへ と型式変化をとげていったものと考え

る。

甕Cは東信地方で盛行する器形で、8世紀後半から9世紀代にかけて本市域でも散見される。小型甕 Cと セット

になっており、その型式変化は文献 2や東信地方の報告に詳しく触れられているのでここでは省く。

北信型の甕は文献 2では分類にないが、8世紀後半から10世紀代に北信地方で土師器甕の主体をなし、9世紀

後半以降には同じ千曲川水系の東信地方にも進出する。その反面、北安曇郡以南の中南信地方では奈良。平安時代

を通して皆無に近い。本出土例は非常に珍しいものと言える。胴部が砲弾型を呈し、内面全面にカキメを有するの

が大きな特徴である。胴部外面は工具によるケズリに近い縦の調整痕で満たされ、わずかに夕タキの痕跡が認めら

ヤtる。

翁尉 (83)

珍しい器種で 1ッ点が出土している。ttB laの 口径を広げ器高を下げた現代の括鉢型形態で、胴部外面のハケ

メ、口縁部内面のカキメの存在なども一致し、製作技法は甕 B laと 同様であつたと考える。北信地方でも北信型

の甕の製作技法と同様な鍋の存在が確認されてお り、数量的には少ないが、地域をまたいで一定の用途が付与され

ていた器種と考えたい。

(イ )黒色土器

杯

食膳具の主体を占める器種のひとつで多数の出上がある。器形は定型化した杯Aのみで、寸法によつて杯AIと

杯AⅡ の 2種があり、杯AⅡ は口径 13 cm、 器高 4 cm前後、杯AIは 口径 15～ 16 cm、 器高 5～ 6 cmを測る。いず

れも体部外面は丁寧なロクロナデ、内面は細かい放射状のミガキが行われ、底面には回転糸切痕が残る。古い形態

は内面のミガキが放射状ではなく細かく緻密で、底面の糸切痕を丁寧にケズリ落としている。次項で述べる黒色土
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器Aの特殊な鉢 (108)の ようなものが祖形で、金属器の銃か三彩・三彩の杯形のものを模倣して出現すると考え

る。出現直後から I、 Ⅱの寸法の分化がある。

金本 (35。 108)

杯AIをさらに大型化したもので、口径は 20 cmを超える。片口が付くものもあるが、今回の調査では片口付は

確認できなかった。この他に特殊なものとして 108を鉢に加えた。基本的には杯AIと 同形態であるが、口縁外

面に粗雑な沈線が一周し、佐波理銃を模倣、あるいは佐波理銃を模倣した須恵器を再模倣したものと捉えて鉢とし

た。ロクロナデで調整されるが、体部下端から底面一帯に丁寧な手持ケズジを行つている。杯Aの祖形にあたると

考えている。

彬屯 (217)

わずかだが出上がある。1点を図化提示でき、それ以外にも2個体ほどみられた。形態的には杯Aに高台が付さ

れたもので、ロクロナデの後、体部内面に放射状に細かいミガキをかけ、焼成時に黒色処理を行っている。出現の

契機は緑釉陶器、灰釉陶器、あるいは輸入磁器の椀の模倣であろう。黒色土器Aの椀は9世紀末以降に盛行するた

め、土器群の伴出関係に問題がなければ、本例は古相にあたるものとなる。

Illl(36・ 37)

皿Bが少数出上している。2点を図化提示できた。ロクロナデの扁平な体部に高台を付したもので、内面は細か

いミガキの後、黒色処理が行われ、底面には回転糸切痕が残る。出現の契機は、輸入磁器またはそれを模した緑釉

陶器の更なる模倣という見解と、木製の漆皿を写したものとの見方もある。 9世紀の後半に特徴的な器種である。

(ウ)須恵器

杯

高台を持たない杯Aと 高台を有する杯Bの 2者が認められ、いずれも多数が出上している。

杯Aはほとんどが平底だが、丸底気味のものが数点ある (233・ 234)。 丸底気味の方が古い形態であろう。平底

の中にも、底面がヘラ切・ヘラケズジのものと回転糸切のものがあり、時期差に起因すると考えられる。ここでは

丸底気味のものを杯Al、 平底で底面がヘラ切・ヘラケズリのものを杯 A2、底面が糸切のものを杯A3と仮称する。

概ね杯Alは 7世紀末から8世紀第 1四半期、杯A2は 8世紀第 2～ 3四半期、杯A3は 8世紀第 3四半期以降と

把握している。

杯Bは口径に比して器高の低いものと高いものの2形態がある。底面は回転ケズジが行われるが、その中央部に

回転糸切痕を残して、切り離しが糸によることが判るものと、全面的に回転ケズリが行われ、切 り離し方法がにわ

かに判別できないものがあり、後者は底部の下部への膨らみ具合によつてヘラによる切 り離しか糸切かを推定して

いる。杯Bの分類としては、ヘラによる切 り離しと推定されるものを杯 Bl、 糸切と推定されるものを杯 B2、 底

面中央部に糸切痕をケズリ残すものを杯B3と しておく。この 3種の底面状態の違いも、時期差に起因すると考え

られる。すなわち杯Aと 同様に、杯 B2の糸切が導入されるのは 8世紀第 3四半期以降で、さらに杯B3の底面中

央部に糸切痕がケズリ残されるものは 8世紀第 4四半期以降と考える。

IllL (219)

須恵器の中では珍しい器種で、黒色土器の皿と同じ形態を呈するが、内面にミガキはない。本調査では 1点のみ

認められた。底部一帯を欠くが、他遺跡の例から見ると付け高台を伴つているものと糸切底のままの 2者があり、本

例の全形を推定するのはむずかしい。

蓋

端部が短く屈曲し天丼部に扁平な宝珠つまみを有する蓋Bがほとんどだが、例外的に天丼部に回転糸切痕をその

まま残す 190や、端部の屈曲が長い 101な どがある。いずれの蓋Bも反転して開口部を上にした状態で成形され、ロ

クロナデによつて端部の屈曲も形成される。ヘラないしは糸によつて切 り離されて伏せられ、最後の工程で天丼部
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に回転ケズヅが加えられて宝珠つまみが付せされる。切 り離し方法は伴出する須恵器杯Aや杯 Bに準じて時期差に

よる変化があると考えるが、190のような特殊な例を除いて切 り離し痕は全くケズヅ消されているので確証はない。

190は糸切部を底部に据えて皿形の器種とも考えたが、端部の屈曲が蓋Bに酷似するため蓋と分類した。1011こ つ

いては上下反転して高台が付される盤または高盤になる可能性も考えたが、図上では高台径が小さくなりすぎるた

め蓋と分類した。口径の大きさなどから、通常の杯Bではなく金属器模倣の鉢や皿などと組み合わさるものと考え

る。

長頸壺

口縁端部がわずかに立ち上がり、胴部の肩が丸い長頸壺Aと 、口縁端部がそのまま外反し、肩部に稜を有する長

頸壺Bがある。今回は破片資料がわずかに出土しているのみである。日寺期的には長頸壺Bの登場が 8世紀前半台と

先行し、長顎壺Aは 9世紀後半から10世紀代に主流となる。図示した 19と 56はいずれも長頸壺Aになると想定

している。20は底都破片なのでA・ Bの判別がつかない。

壺

明らかに短頸壺等の器種が弁別できないものを「壺」としてまとめてある。

甕

須恵器の大型貯蔵具の破片は多いが、その大きさ故に図化できたものは多くない。長めの口縁部が外反しながら

大きく開く中型 。大型の甕A、 中型で甕Aに比べて口縁部が短く開く甕 C、 中型で肩部が張り、そこから頸部がわ

ずかにくびれて短い口縁部が開く平底の菱Eの 3器形が認められる。また甕Aの中型品には凸帯付四耳壺である甕

Dが含まれている可能性もあるが、耳部の出土はない。いずれも胴部にタタキ、口縁部にロクロナデがおこなわれ

る。

不明器種 (58・ 59)

相似形の 2,点が出土している。同一個体の可能性もある。大型の密Aの口縁部状を呈して外開するが、端都近く

で大きく屈曲して開く。端部が面取り状を呈すことから大型の台状の形態になる≧想定して脚部として図イ監した

が、自然釉の飛び方からみると上下が逆転して口縁部である可含静陛も高い。口縁部とした場合も、どのような器種

になるのかまったくわからない。

(工)軟質須恵器

ルト (11・ 77)

わずかな存在が確認されており、2′点を図化した。食膳具の主体が黒色土器Aの杯Aと 須恵器杯Aの底面に回転

糸切痕を有す段階のものに占められる土器群の中に混じって存在する。前述したとおり、還元状態で焼成されて暗

灰色を呈しているが焼きはあまく、胎土は粗雑で脆い。

(3)土器群

ア 東海系の須恵器

須恵器の中には灰白色硬質な胎土を持ち、明らかに他と異なる上質な焼成状態を示す一群がある。主な器種器形

は杯A、 杯 B、 蓋Bであるが密A、 甕Eにも類例がある。これらは在地の須恵器窯産ではなく東海地方西部の窯で

焼成され、当地に搬入されたものと考える。特に注目されるのは美濃須衛窯製品であり、文献 2でも当地域に多

量に流入したことが触れられている。当該窯産と推定できる個体は、杯Aでは 164。 178、 杯 Bでは 180～ 186・

188。 189、 蓋Bでは 191～ 193な どであり、このほか図示できなかったが甕Eな どにも含まれていると考える。

373号住居址出土品が大半を占めており、同住居址出上の上器群の時期的な問題と、器種器形の組み合わせ上の特

性および同住居址そのものの性格が原因と考える。

イ 遺構出土の土器群

前述のように土器群をより客観的に把握し記述・提示しようという作業は、現場でも整理レベルでも時間と経費
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を要するものであり、また細分に過ぎると最終目的であるべき歴史叙述に用をなさなくなる恐れもある。したがつ

て、ここではまとまった出土量があり、図化提示できた個体数が多い遺構出土土器群について、図化提示できた土

器を中心に遺構ごとに概観する手段を採 りたい。

なお、遺構間接合のあった個体が 10点ほど認められるが、最終的に残存度の多い方の遺構に帰属させた。接合

の原因は遺構間の切 り合いによる混入、上面の撹乱等による混入がほとんどと考えるが、正直なところ十分な検討

ができなかつたものが多い。観察表の注記の欄で確認をいただきたい。

(ア)第 361号住居址出土土器群

15点を図化 している。食膳具が黒色土器Aの杯Aと 須恵器の杯A3で構成され、わずかに軟質須忘器の杯Aが

混じる。土師器甕は甕Blが主体で密Cが伴っている。黒色土器AttAと 須恵器杯A3の比率がほば半々で、軟質

須恵器が伴いながら黒色土器Aの椀がない点などから、本土器群は文献 2に従えば6～ 7期、 9世紀第 2・ 3四

半期に相当しよう。

(イ )第 362号住居址出土土器群

39点 を図化 している。食膳具が黒色土器Aの杯Aと須恵器の杯A3で構成され、土師器甕は甕 B laが主体とな

つている。黒色土器AttA≧須恵器杯A3の比率がほば半々で、これに黒色土器Aの椀と皿Bと 土師器の小型甕D

が伴う構成は 7期、 9世紀第 3四半期に相当しよう。

(ウ)第 363号住居址出土土器群

■ 点を図化 している。食膳具が須恵器の杯A2・ 杯A3と杯 Bおよび黒色土器Aの杯Aで構成されている。土師

器は密 B laで小型甕Dが伴 う。須恵器の甕Cがみられる。本土器群は時期的に2分され、古相は須恵器杯A2・ B、 須

恵器蓋で、新相が黒色土器Aと 土師器甕 B la、 小型甕Dである。文献 2に従えば古層は5～ 6期、9世紀前半期、新

相は6～ 7期、 9世紀第 2・ 3四半期に相当する。本址に直接帰属する時期は新相をもつてあてたい。

(工)第 364号住居址出土土器群

17点を図化 している。食膳具が黒色土器Aの杯Aと須恵器の杯A3で構成され、わずかに軟質須恵器の杯Aが

混じる。土師器は甕Blが主体で鍋、小型甕Dが伴つている。黒色土器AttAと 須恵器杯A3の比率がほぼ半々で、軟

質須恵器が伴いながら黒色土器Aの椀がない点などから、本土器群は 361住土器群と同様に6～ 7期、 9世紀第

2・ 3四半期に相当しよう。

(オ)第 367号住居址出土土器群

13′点を図化 している。食膳具は須恵器の杯A3が主体で、わずかに黒色土器Aの杯Aが混じる。煮炊具は土師

器甕Bだが 103のような異質なものや甕B3を含んでいる。須恵器杯Bが認められないが、5期に前後する時期の

土器群と捉え、 9世紀第 1四半期に置きたい。

(力 )第 368号住居址出土土器群

12点を図化 している。食膳具は須恵器の杯B3と蓋Bで構成され、杯Aか Bの判別がつかないものが 3点ある

が、杯Aと すれ硼櫻の張る比較的古い形態を呈すものと考えられる。また須恵器椀Aが 1ッ点認められた。黒色土器

Aは佐波理銃を模倣したと推定する特殊な鉢 (108)が 1点のみである。煮炊具は土師器の甕B2と小型甕Bであ

る。 4期に前後する時期の土器群と捉え、 8世紀後半の時期を考えたい。

(キ)第 369号住居址出土土器群

■ 点を図化 している。食膳具は須恵器の杯A、 杯B2・ B3、 蓋Bで構成され、煮炊具は土師器の甕 Bである。

4期を前後する時期の上器群と捉え、8世紀後半の時期を考えるが、土師器密Aの存在や須恵器蓋Bの形態から、第

368号住居址出土土器群に先行すると見たい。

(ク )第 370号住居址出土土器群

9点を図化 している。食膳具は須恵器の杯A2、 蓋Bと 黒色土器Aの杯Aであるが、須恵器蓋Bの存在から同杯
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Bも伴っていたと考えてよいだろう。煮炊具は土師器の甕B3と 北信型の甕である。北信型の甕の存在は特異な事

例と扱っても甕B3の時期的評価がむずかしい。1点のみの黒色土器Aの杯Aが底面に糸切痕を残すものである点

に疑義が生じるが、須恵器杯A2や土師器奎B3を根拠にして、 3～ 4期の土器群と捉え、8世紀中葉～後半の時

期を想定したい。

(ケ)第 372号住居址出土土器群

14点を図化している。全体的に古墳時代後期の資料で、土師器の杯、鉢、甕、壺、須恵器の杯蓋、甕が出土し

ている。土師器杯類の形態から7世紀代、須恵器の杯蓋から7世紀後半の時期が導けると考える。

(コ )第 373号住居址出土土器群

60点 を図化している。食膳具は須恵器の杯A2と Blが圧倒的多数を占め、蓋Bも伴っている。珍しいものとし

て天丼部に糸切痕を残す須恵器の蓋 (190)と 土師器の畿内系暗紋杯 (156)が ある。煮炊具は土師器の甕Aと養

B2で、菱Gに類似する破片も伴っている。また、小型甕Dがわずかに伴 う。貯蔵具は須恵器の甕 Cと 甕Eがみら

れる。土師器や黒色土器の定型的な杯類を欠き、須恵器の杯類に糸切技法がほとんどない点から3期の良好な資料

であり、8世紀中葉に位置づけられる。なお 158～ 160の須恵器蓋杯の杯蓋と杯身は 7世紀代以前のもので、混入

品と判断した。

(サ)第 24号土坑出土土器群

須恵器杯Aを 3点図化しているが、いずれも杯Alで 8世紀初頭に位置づけられる一群であろう。

(シ)第 27号土坑出土土器群

須恵器杯蓋と土師器の甕、鉢が図化されている。いずれも7世紀代の後半に遡る資料と考えられ、時期的には古

墳時代後期の第 372号住居址出土土器群に匹敵する内容と考える。

(ス )その他の上器群

少ない個体数から時期判別を行 うのはかなり危険性が伴 うが、敢えて想定すれば第 360号住居址は4～ 6期、第

365号住居址は3～ 5期、第 366号住居址は4～ 6期、第 371号住居址は古墳時代後期 7世紀後半、第 374号住

居址は 6～ 7期、第 4号土坑が 6～ 8期、第 9号土坑が 5～ 7期、溝 6は 7～ 8世紀代全般となろう。
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2 石製品

4点の石器が出上した。内訳は、凹・磨石 1点、砥石 1点、剥片 1点、不明 1点 (砂岩)である。このほかに人

為 。自然為が判然としない傑片 4点 (砂岩 1′点、硬砂岩 2点、凝灰岩 1′点)と被熱した砂岩の破片 1点が出上して

いる。以下では定形的な石器 2点、剥片 1点について図化し、種類別に記載する。

凹・磨石 (第 22図 1)

凹み、磨面の両方を併せもつため凹・磨石とした。扁平な砂岩製で、平面形が不整な楕円形礫を素材とする。表

裏両面には、礫の中央から少 し外れた位置に敲打による凹みが 1箇所ずつあり、表の凹みは長軸×短軸×深さが

36.6× 24.5× 5.81」Il、 異は 28.4× 21.7× 2,9 11ullと 違いがある。右側面に 107.5× 18.9111111の 磨面がある。

砥石 (第 22図 2)

片側が折損しているが、やや扁平な角柱状の砂岩礫を素材にし、平面形は長方形を呈していたと考えられる。表

裏両面と右側面 (図での上)の 3面に砥面が観察された。右側面は下方でわずかに内湾しており、長辺と平行す
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る線状痕がみられる。裏面には、金属製品の刃を斜めに立てて研いだと考えられる、幅・深さ共にllull以 下の多数の

線状痕が観察される。

剥片 (第 22図 3)

灰色のチャー トを素材とする。片面の下半に原石の表皮が認められる。360住北側の遺物包含層から出上した。

3 鉄製品 (第 22図 1～ 3)

5点出上したうちの 3点を図示した。1・ 2は刀子である。いずれも 373住の床面直上から出上した。1はほ

ほ完形で、関は棟側に緩く設け、刃側は不明瞭である。身部の形態はほぼ直線的に伸び、切先付近で角を持つ。2

は茎部が欠損するが、刃側に関を設け、棟側は不明瞭である。3はヤリガンナである。刃部に向かつて幅が広くな

り、緩やかに反つている。
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中 |■ 翻
華場 1径 甚違 1器割 鋪 岳部1  描

募形i苧幸
 丙歯

105367住 土師器  甕  252      1/3   縦ハケメのちロクロナデ  縦ハクメ

Ю6%7住 土師器 甕 B &6  フ3ψ
字

ケメのち粘土塗布上工具
縦ハケメ

107367住 須恵器 甕A 31      -部    ロクロナデ        ロクロナデ

ロクロナデ、手持ケズリのち 細かいミガキのち黒色
108868住 黒色A 鉢  164 96 52 1/3 完

ミガキ、日縁圏線      処理
109368住 須恵器  杯  1181     1/10   ロクロナデ        ロクロナデ
110368住 須恵器  杯  12       1/8   ロクロナデ        ロクロナデ
111368住 1須恵器  杯  124      1/12   ロクロナデ        ロクロナデ

112368住 須恵器 杯 B 12 92 8611/4 1/3暴
多晏す

デ 回`転糸切のち回 ロクロナデ

l13368住 須恵器 杯 B 144      1/12   ロクロナデ        ロクロナデ

呼 晋
8年

十奪
恵器

TB五 ,ln6&346V4暴 纂 す
デ 回`転糸切のち回 ロクロナデ

115368住 1須 忘器 椀A1138     11/10   ロクロナデ        ロクロナデ

116368住 須恵器 蓋B 14  -   13/4 - ロクロナデ、回転ケズリ、沈線 ロクロナデ

117368住 1須忘器 畜 BI  I ―       ― ロクロナデ、回転ケズ リ   ロクロナデ

118368住 土師器 小型菱B   164   1  -1/3横 ハケメ         1工 具ナデ
119368住 土師器 甕 B 196.      1/71  斜～縦ハケメ       十日縁ハケメ、工具ナデ
120369住 須恵器 杯 A‐ 138      1/6   ロクロナデ        ロクロナデ
121369住 須恵器 杯 B11去 4-  

―
  11/81   ロクロナデ        ロクロナデ

122369住 須恵器 杯 B    l1 6     .1/2ロ クロナデ、底面ナデ、線刻  ロクロナデ

123369住 須恵器 杯 B1106 72 42‐ 7/8.完 贔多晏す
デ 回`転糸切のち回 ロクロナデ

124369住 須恵器 杯 B 12191 3611/2 1/2贔
多晏す

デ 回`転糸切のち回 ロクロナデ

践::;僅 覆§藁璽:そ :ぜ
&9跳 lr EttE事

雰
、回転ケズリ

  EttE手季
127369住 土師器 甕A 182      1/8   ヨコナデ、ハケメ、工具ナデ  ハケメ

128369住 土師器 甕 B              縦ハケメ、工具ナデ     エ具ナデ

129369住 土師器 甕 B    9       4/5縦 ハケメ、底面ナデ     エ具ナデ

愕0託 9住 須恵器 壷  凱4  73暴
纂 す

デ 回`転糸切瑚 部回 ロクロナデ

131370住 黒色AttA1 159 76 43 1/18 1/8ロ クロナデ、回転糸切    ミガキのち黒色処理
132370住 須恵器 杯A    83      2/5ロ クロナデ、回転ヘラ切   ロクロナデ
133870住 須恵器 蓋B 154 - 36 1/8 - ロクロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ

134.370住 須恵器 蓋 B 163 - 31 3/4 - ロクロナデ、回転ケズ リ   ロクロナデ

135870住 土師器  甕  25      1/16   縦ハケメのちロクロナデ  斜ハケメのちナデ

憾6 yO住 上師器 甕 Z8  78 E羅
呈畳李雰

抑 部タタキの
全面的にカキメ

137370住 須忘器 甕A 224      3/4   ロクロナデ、胴部夕タキ   ロクロナデ、月同部当具痕

138370住 須恵器 甕 E 334      1/4   ロクロナデ、胴部タタキ   ロクロナデ

139370住 須忘器  甕     14      1/21タ タキ          当具痕ナデ消、工具ナデ

140371住 土師器 甕A l1 6      1/14   ヨコナデ、ナデ       エ具ナデ
141371住 土師器 甕A    9       1/3ナ デ、底面木葉圧痕     ナデ摩滅
142372住 土師器  杯  116 - 48 5/6 5/6ヨ コナデ、手持ケズリ    ヨコナデ、ナデ
144372住 土師器  杯  128 -    1/8 -部 ヨコナデ、手持ケズツ    ヨコナデ、すデ

143372仁 土師器  杯  186 - 49 1/2 5/6ヨ コナデ、ミガキ、手持ケズリ細かい ミガキ

145372住 土師器  杯  126 -    1/8   ヨコナデ、手持ケズリ    ミガキのち黒色処理
146372住

―
土師器  杯  136 -    1/14   ヨコナデ、手持ケズヅ    ミガキのち黒色処理

147372住 土師器  杯  124 -    1/12   ヨコナデ、手持ケズリ    ミガキのち黒色処理

148372住 土師器  鉢  25  -    1/4   
テ

コナデ、工具ナデ、手持ケズ
細かい ミガキ

149872住 須恵器 杯蓋 121 - 42 -部    ロクロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ
150372住 上師器  甕  148      1/6   ヨコナデ、工具ナデ     エ具ナデ
151372住 土師器  鉢  196      1/4   ヨコナデ、ケズリのちミガキ ミガキのち黒色処理

152372住 土師器  重  134      -部    ヨコナデ、縦 ミガキ     横 ミガキ

153872住 土師器  壷  276      -部    ヨコナデ、工具ナデ、ミガキ エ具ナデ、横 ミガキ
154372住 土師器  壷  20      -部    ヨコナデ         横 ミガキ

V8 ロクロナデ朝同都タタキ  畳甕

ロナデ、同心円紋当

26 5/12 1/2ヨ コナデ、底面手持ケズリ  ヨコナデ、斜放射暗文

155372住 須恵器  甕  222

156373住 土師器  杯  17 126

157373住 土師器  杯  122
158373住 須恵器 杯蓋 106 -
159373住 須恵器 杯蓋  12
160373住 須恵器 杯身

161373住 須恵器 杯A 146 7

ミガキのち黒色処理
ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

ロクロナデ

馨響|||1芋 ||

“
7住4縄転♂慾露

併

駈7住7況任絡
削V

発8伽 認転需選牝話
併

368住9868住 410

368住 10868住 414

368住■ 868住409

368住6868住 372・ 404

368住8368住 385

368住7368住 368

868住 12368住 418

託8住4濯転:牛

岡作399・

箭8住5濯鑑乳F∬
併

謎雄:懇居謎
認冨謎鶏鶏

欄陣7

369住 10369住 436

369住5369住 431

369住■ 369住428・ 430・ 440

369住6369住 432

869住4369住 444
369住2369住 440

託9住3認 陣 作433・ 436・

369住 1369住 424・ 425・ 440

369住9869住 429

370住 1370住467
370住2370住 457・ 487

370住3.370住 463・ 492

370住4ユ

`:住

460・ 474・ 481・

370住8370住 461

γO住9況転饂托観甥♂
・

yO住5麗転Υ威
併颯・

370住6370住 462・ 470

370住7370住 482

371住 1371住497

371住2371住 500

372住 1372住 538・ 539
372住3372住 546

372住2372住 515・ 519・ 522

372住6372住 539・ 546

372住5372住 535

372住4372住 545

372住9372住 514

372住 13372住 513

372住8372住 539・ 27±778
372住7372住 531・ 542・ 546

γ2伽 1認電♂
切・539,

372住 10372住 525

372住 12372住 531・ 539

872住 525・ 530・ 534・

y2住 H解 :猛評 絲 宿 :

781・ 783

372住 531・ 373住 650。

373住 1654・ 666・ 669・ 679,

681・ 690・ 691

373住2373住 653

873住 28373住 658

373住 27373住 661

373住 26373住 667・ 668

373住 82373住605,655

一部   ヨコナデ
1/12   ロクロナデ
1/6   ロクロナデ、天丼回転ケズリ

ロクロナデ

47 2/3 完 屏姿5ナ
デ、ヘラ切のち手持
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1挙 1琴Ⅲ華ラ1罷「議1語1播監十 T雰面呼・轄等__繭  _馨選  潮
162373住 須恵器 杯A 138 66 41 1/4 1/2ロ クロナデ、底部工具ナデ  ロクロナデ      373住 39373住 663

163373住 1須
恵器 杯A 124 72 37 1/8 1/2ロ クロナデ、底部手持ケズリ ロクロナデ      373住 31373住 684

164373住 ―須恵器 杯A    108      1/5ロ クロナデ、底部工具ナデ  ロクロナデ      373住 29373住 646

165373住 須恵器 杯A H6 72 22 1/8 -部 |ロ クロナデ、回転糸切    ロクロナデ      373住 46373住 669

“

61研 3住 須恵器 杯A  9  11/45窒
母

ナデ、底部工具ナデ、ヘ ロクロナデ   γ3住守 y3住∞2

167373住 1須恵器 杯A 136

1681373住 須恵器 杯A 142
169873住 須恵器 杯A 136
170373住 須恵器 杯A 14
171373住 須恵器 杯A 136

172373住 須恵器 杯A 138

173373住 須恵器 杯A 136

174373住 ―須恵器1杯A 132
175373住 1須恵器1杯A 126
176373住 須恵器 杯A 134
1771eヱヨ住 塗 恵器 杯4 1!
178373住 1須忘器1杯 A

179373住 1須忘器1 杯  14
180373住 1須恵器1杯 B 176

181373住 須恵器 杯 B 174

182.373住 須恵器1杯 B l1 6
183373住 須恵器1杯 B 151
184373住 須忘器1杯 B 156
185373住

―
須恵器1杯 B 148

186373住 須恵器i ttB 14 4
187373住 I須

恵器1杯 B 155

188373住 1須恵器 杯B 15

189373住 須恵器1杯 B 141
190373住

.須
恵器1 蓋  174

191373住 須恵器 蓋B 162

192373住 須恵器 蓋B 162

193873住 須恵器 蓋B 162
194373住 須忘器 無顎三 11
195373住 土師器 刀ヽ型甕 102
196373住 土師器 月ヽ型甕
197373住 土師器  甕
198873住 土師器 Jヽ 型甕 146
199373住 土師器 甕A 136
200373住 土師器 甕A 154
201373住 土師器 川型誕D 146

202373住 土師器 小型発D182

203373住 土師器 甕B 194

204373住 土師器 甕A1234
205373住 土師器1甕 A‐ 286
206373住 土師器 甕G1236
207373住 土師器 甕B1216
208373住 土師器 甕B 202
209373住 土師器 甕B 198

210373住 土師器 甕 B

211373住 土師器 甕 B

212373住 土師器 甕G

213373住 土師器 甕G

214373住 須恵器 甕C 316
215373住 須恵器 甕E 318
216374住 黒色A ttA 12 4
217374住 黒色A 椀
218374住 須恵器 杯A 128
219374住 須恵器 皿B? 122
220374住 土師器 甕B 188
221374住 土師器 甕 B
222374住 上師器 甕 B

7 6  3 4  5/12

1/6

1/8

1/8

6 2  3 6  1/8

66 44 1/41完

6 4  4 2 . 1/5 1 1/3
1/8 1

7 6  42 -吉 躊1 1/5

9 1  1  11/3

1/2-旱奈
ロナデ、回転ヘラ切のち

―
ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

1/3旱姿
ロナデ、回転ヘラ切のち

ロクロナデ

ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

ロクロナデ

1占 ケロナデ
ロクロナデ

ロクロナデ
ロクロナデ
ヨコナデ、横ハケメ
エ具ナデ
ハケメ
ヨコナデ、カキメ ?
指頭圧痕、工具ナテ
カキメ、工具ナデ
ハケメ

カキメ

縦ハケメ

373住 36373住 623

373住 44373住 662・ 671

373住 42373住 653・ 663

373住 41373住 684・ 685

378住 37373住 608・ 657

373住 33373住 584・ 600・ 655

M3住%1蘊住話争65o・ 688・

373住 34873住 557

373住 38873住 662

373住 43873住 666

373住 40373住 688

373住 30373住 666

373住 45373住 689

373住 55373住 690

373住 50373住 553

873住 56373住 653・ 656・ 687

373住 48373住 615

373住 52373住 577・ 666

373住 54373住 658

373住 53373住 634・ 665

373住 57373住 662・ 671・ 672

373住 51373住 562・ 662・ 665

873住 49::,住
564・ 647・ 655・

373住 22373住 560

373住 25‐ 373住 573・ 574・ 653

373住 587・ 602・ 626・

373住 23643・ 648・ 653・ 654・

663・ 680

373住 24373住 641

373住 58373住 567

373住4373住 607

373住 7373住 662・ 665

373住 16373住688
373住 5373住 655

373住 6373住 658・ 665

373住 19373住 638

373住 3373住 656

γ3住8濡啜♀
併662・∞}

86 41 完1完 旱姿
ロナデ、ヘラ切のち工具 ロクロナデ

63 37 1/41完  旱姿
ロナデ、回転ヘラ切のち ロクロナデ

ナ姿

ロナデ、ヘラ切のち工具 ロクロナデ

ロクロナデ、底面工具ナデ  ロクロナデ
ロクロナデ        |ロ クロナデ
ロクロナデ、底面工具ナデ  |ロ クロナデ

屏姿テ
ナデ、ヘラ切のち手持

|ロ
クロナデ

1/81  -ロ クロナデ
1   1/10   ロクロナデ

L181焼 |)3尾 呈を
入 飾 醜 ケズ

Tと 〉とチチ

86 325-部 11/2ロ クロナデ、底面回転ケズリ ロクロナデ
107405 7/81完  ロクロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ
H 39 -部 1完  ロクロナデ、回転ケズプ   ロクロナデ
110 4 1/811/4ロ クロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ
106 39 1/211/2ロ クロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ
116 371-部 17/8 ロクロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ

Ю841731完 呈資募
デ`回転ケズリのちロクロナデ

Ю614ヽ■力完呈資募
デ`雌クズリのちロクロナデ

生F争二:チ:三 EttE李季i目騒少撰り  EttE事雰
- 38 5/8 - ロクロナデ、回転ケズリ   ロクロナデ

8

86

74

88

11

132

62 36
66

32 1/2 - ロクロナデ、回転ケズリ
ー都   ロクロナデ
1/6   ヨコナデ、横ケズリ

1/3ナデ摩滅
4/5ハ ケメ、底面ハケメ

1/10    ヨコナデ
1/6   ヨコナデ、工具ナデ
1/6   ヨコナデ、縦横ハケメ
1/4   ロクロナデ、カキメ

1/2   ハケメのちカキメ

一部   ヨコナデ、縦ハケメ     ロ縁横ハケメ、工具ナデ 373住 20373住 667

1/6   ヨコナデ         ヨコナデ       373住 21373住 647

1/6   ヨコナデ、縦ハケメ     ヨコナデ、工具ナデ  1373住 17373住 678・ 691

1/10   ヨコナデ、日縁端部に沈線  ヨコナデ、工具ナデ   373住 18873住609
1/6   ヨコナデ、縦ハケメ     ヨコナデ、横工具ナデ  373住 10373住 597

1/5   ヨコナデ、縦ハケメ     ヨコナデ、横工具ナデ  373住 H373住 596・ 644

V2 ヨコナデ、縦ハクメ  暴尾事雰
横`工具ナデ、

野3住9鋸
篤翠 翻

併関許

ィ
3警

字姿
水 帥 俸 ψ 棘

横～斜撃 ナデ  路 住望
藤

η 鮮 評

・

V2縦 ハケメ、底面ハケメ  縦ハケメ   y3住 b議
銘 ♀

}髄卜硼 ・

873住 547・ 580・ 592・

373住 12:!::::〔 ::::::き ;:

679・ 680・ 691

1/10   ロクロナデ
1/8   ロクロナデ
1/6    対進ハケメ

9       1/4縦 ハケメ、底面ナデ
9       1/4縦 ハケメ、底面ナデ

完 縦ハケメ、底面ナデ

ヨコナデ、夕タキ
1/6   ヨコナデ、夕タキ
1/6 1/8ロ クロナデ、回転糸切

1/4ロ クロナデ、回転糸切

ヨコナデ、工具ナデ   373住 60373住 621

ヨコナデ、工具ナデ   373住 59378住 595・ 647

ミガキのち黒色処理   374住 1374住 693・ 714

ミガキのち黒色処理   374住2374住 714
ロクロナデ      374住 6374住 712

ロクロナデ      374住 7374住 712

日縁カキメ、工具ナデ  374住 3374住 710・ 711

検ハケメ、工具ナデ   374住4374住 713

縦指ナデ、工具ナデ   374住5374住 712
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5i1/5[_1/4口 上 ロナデ ミガキのち黒 4Jヒ 1  14Jし 718

11/61  1ロ クロナデ        ミガキのち黒色処理  1 4± 2 4±717

二三穫整妻豆藍正三正三正三正三鴫蓮軍竃唾遷琴亜亜二¬三男葦¬裏墓要
」ォデ           理内工具
4_2笠恒墜

―

十二空壁
4■717
4■722

ロクロナデ ロクロナデ三正三≡と
」1/12 ロクロナデ     1 9上 2 9± 746

ロクロナデ Э藍戸巧正面言

101~]玩」「扁亮碩巖高下
~可

覇馬〒
~~~ 9・

49■72アイ3許 73}745
_l lttL__I  Lと

12縦ハケメ、底面ナデ
  _」 ぞ

滅不明

亜f l正軍亜軍三葬軍軍亜三     ロクロナデ
須恵 杯 A 万千T:ぢ下江〒 瑯
須恵 杯 A 盤 煙 雙 蟹 差 登

眺 開 跳 絣 酵 駐
372住 536・ 27± 774・

経
9/10ヨ コナデ、工具ナデ

ロクロ

・812

12

128

7.4

6舅 41司 1/ ロクロナデ

― |ロ クロナデ、回転ケズリ

1/4十 二空ニムデヽ胴部回転ケ
ロクロ

｀ロクロナデ 西検4

2261 4■

2291 9」し |

糊 三昂
一牡
一
吐

杯 B 1127
理 麺 ロクロナデ、カキ

２４‐

一
２４２

一
２４３

254石積1土師器

く樫壁。こ

…

1型 豆

2621西 検出1須恵器 1鉢AI  1 10

※種別の略称は「黒色A」 が黒色土器A、 「軟須恵」が軟質須忘器を指す。

第 6表 石製品観察表

※寸法および重量で、欠損が認められるものを ()と し、残存値を表す。

第 7表 鉄製品観察表

血
ｉ

出
―
■増点 1羅 寸 1法|(mm,

華量
.(0

孵 |
う

一最大長 最大幅 最大厚

1 373住  1  刀子 1434 1 3.2 56 11,7 床面出土。      ________1 6
373住  1  刀子 94 8 57 床面出土。              | 5

3 362住か |ヤ リガンナ 73.0 1 i盈 2 1 a0 127 362住 を切る撹乱出土。        | 2

362住か 1  不明 22.0    1 |
1   3

363住  1  鉄塊 38.8 〕69  1  31.2 92.2 4綾土上層より出土。          |
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360住 (1い 5)

361住 (6い 20)

可719 ~20

ぐ ―
崇

― →
~~~ァ

8

▼爾駆6業』嶋

第 15図 遺物

-40-

霜 え

民く〔三三iii:::::][:::::;'''テ
'″

12

~~ 15

|

362住 (21い 59)

＼
避 I銘

Q/47



抗Ⅷ

58

「
〔:::::::::::]::::::::i:F,|14

65

/ガ司 ゝ

＼    :
くく〔:~~~~~千

~~~~~;テ

ン
;7N

くご三≡≡::::::::::と三三三三::!!!!:≧ 雪Ч, 66

364住 (71い 87)

残す>



涯【ミ
三
三

正三二正三二三二三二三二三二三

i~~~~~~~~~―

――――
「

,テ

〉J:7

365住 (88い 92)

欝

N、

101

気

≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡

而

≡ ≡ ≡ ≡

下 訂 与 9

第 17図 遺物 (3)
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〓
こ

366住 (93・ 94)

哀

杉
・・・・・

367住 (95い 107)

////

蝸

握
Ⅷ
▽

PNM



1鬱    1お

3有

＼ 阿

澄 全 主 ク 118

1∞

110

111

＼

―
|】  32

1認

1訊

7

枠物  吻

Ⅷ
埼
以

371住 (140い 141)

く

キ

~~~~~~~~―

キ
::::::~「

ifi40

0                   10cm

第 18図 遺物 (4)
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中   "lb

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

へ
，

≡

Ｌ

｀
｀
＼
＼
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β
ｒｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
日
日
＝

１５

ぞ57

158

＼
＼
＼＼______!J■日日■

""″

″
li3

＼
＼＼、_、_________― !――― ョロ■■■・ "“

J″

`:4

｀
＼
                        66

|

適

8

＼

ご ■ 宝 69

0

＼
＼
ユ イ 78

氏く〔〔::::~::::::I~~~~~~~~~:;,,,179

第 19図 遺物 (5)
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民くこ三ここ:::::ユ
~~~「

:::F''P160



2  5 190

191

192

184

＼≦≦≦≧器ヽて
|

Ⅲ`` 十
1胸

第 20図 遺物 (6)
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374住 (216-222)

、こ・'ヽ 、
///// 1‖

‖‖||‖ ‖‖

″々彦′)‖ |1帝イ占粘|

「士十1■#ミ″〃μ(鵡苗離キIケ

Ⅷ
/ 十一．

4土 (223い 227) 9土 (228-231)

、ヽ
、____但邸.H""Ъ 28

24二L (232ヽ ^234)

乙

誓
-

滋

a

溝 6(239い 250)

溝 3

長
こ

~~~]~~~「

ラを41

~Lk246
溝 7(251)

溝 8(252・ 253)

＼  |
0

途 2

10cm

くこ
~~~「

[:こ〒冨壽冨零言尋岳,10 42(~拝~境
4

用 ぎ雨照%7      5

8

第 21図 遺物
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東区検出面 (256い 258)
石積 1(254)

包含層 (255)

長
こ

正三

F=ラアを54

＼辺 三 56

＼
＼`
弓E三三三三三三三三三三!三二三二二EEEFRI「

J':60

加

西区検出面 (259い 262)

く【〔:S巨 :冨昌目目冒冨言:S景]'アケク
259

0                    10crn

∩

∪

ワ        ∇       1

第 22図 遺物

-47-

(3)

軒こ〒
デ~

¬   ヽ 1

カ とて
=二

涎③―《◇
ハ                 3

0                3cm

石製品31よ S‐ 3/4

0                    5cm

|



第Ⅳ章 総括
1 集落の変遷

今回の調査地点では、古墳時代後期から平安時代前期の集落を確認した。現代の撹乱により遺跡の大部分が破壊

を受けており往時の状況を必ずしも明らかにはできないが、周辺の調査地点での成果を加え、調査成果を簡単にま

とめておきたい。

確認できた竪穴住居址は古墳時代後期が 2軒、奈良時代が4軒、奈良時代末～平安時代前期が 9軒の計 15軒で

ある。全体的な傾向として、古墳時代後期 (7世紀後半)は東区の溝 3よ り西側、奈良時代 (3～ 4期)も東区の

西半から西区にかけて分布する。大型住居址の 373住は西区の北西隅に位置する。東海産の須恵器や畿内系暗文杯

などの搬入品が多量に出土し、床面積も61だ以上とその他の住居址とは異なり集落内でも中核的な位置を占めて

いたと推測される。周囲には同時期の住居址や掘立柱建物址も確認できず、7～ 8世紀代に機能していたと考えら

れる溝 6。 7がその他の住居址と区画していた可含静陛がある。平安時代前期の 9軒は東区東半に分布 し、遺構も重

複 しながら集中している。今回の調査地から北東にかけて集落が広がっていたことが明らかである。主に 5～ 7期

の 8世紀末から9世紀後半が主体であるが、住居の構築場所に規制があつたのかもしれない。

2 石積遺構 1

東区北東隅から拡張区にかけて検出された石積遺構 1は、現代の撹乱や自然流路である溝 2により破壊され、調

査区外に続き全形がわからないなど、明らかにできなかつた点が多い。遺構としての問題点は、断ち割 り断面で確

認 したところ石積が整然としていないこと、溝 2のラインと一致する箇所が多いことがあげられる。また、北に位

置する平安時代前期の 374住 との直接的な切 り合い関係は判然としない。374住は石積 1の推定範囲内に位置する

と考えられるが、検出レベルでは石積 1の最も遺存状態が良い地点より約 0.6m低 く、374住がつくられた時期に

石積 1が埋没 していたものなのか、直前で角を持ち束に曲がるものなのかは現段階では判断できない。

付近一帯の自然流路は南から北に向かつて流れており、自然堆積物と考えた場合、流路方向に直交するように東

西方向に伸びる南辺が不自然であり、ほぼ直角に曲がることからも遺構として判断した。石積を覆 うように粘質土

層が堆積 し、わずかであるが古墳時代前期の上器が出土することなどから、奈良・平安時代より古い遺構である可

含〕陛がある。

今後、類例の増加や周辺の調査によつて性格 。時期の特定をしていきたい。

3 出川南遺跡における集落の展開

本遺跡はこれまでに 14次にわたる発掘調査が実施されている 。調査地点はJR篠 ノ井線より東側と遺跡の北

側、さらに今回の調査地点を含む南西部の3群に大きく分けることができる。本書では最もまとまった調査が行わ

れている南西部を中心に、竪穴住居址の分布から集落の展開を簡単にまとめておきたい。

南西部では遺物集中などで古墳時代前～中期の遺物も出土しているが、竪穴住居址や掘立柱建物址などの明確な

遺構は確認されていない。そのため、第 23～25図ではまとまつた遺構が確認できている古墳時代後期から平安時

代前期までの限られた時期を対象としている。

まず、本遺跡で確認されている最も古い時代は弥生時代後期前半である。 1次で 1軒、 6次で 3軒、11次で 1

軒の住居址が確認されている。いずれも」R篠ノ井線より東の調査地で、地質学的な所見によれば、この一帯は田

川の形成した基盤上にのっているようである。 1次では、方形周溝墓の可能性もある土坑も確認されている。

古墳時代前期は、1次で住居址が 1軒、9次で遺物集中出土地点が 2カ所、4次の東半部でも遺物が少量確認さ

れている。古墳時代中期は4次で平田里 1～ 3号古墳、7・ 8次では遺物集中出土地点が確認されているが、同時

期の住居址は確認されていない。

古墳後期 (第 23図 )になると1・ 10・ 11次を除く、ほぼ調査地点全域において住居址が確認されるようになり、出
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川南遺跡に本格的な集落が展開する時期である。中でも4次では 113軒の住居址が確認 され、一帯に大規模な集落

が展開していることが明らかになっている。これ らの調査成果から6世紀後半から7世紀後半までの 4段階に分け

ることができる。 1段階である6世紀後半は住居数 も少なく、4次では古墳群の西 。南側に4軒、5次で 1軒確認

されている。 2段階である6世紀末～ 7世紀前半になると 13軒以上と集落規模が拡大する。 4次では流路によつ

て区画された中央に集中し、西側にも広がる。分布の集中は中央北東寄 りにある。3段階の 7世紀中葉は前段階と

同じ分布であるが、再び東側にも住居址が分布する。住居軒数が 18軒以上と増加傾向にあり、大型住居の周囲に

小型住居が分布している。南側の調査区でも、12次で 1軒、14次で 1軒が確認 されている。 4段階の 7世紀後半

は 4次で 20軒以上と住居数が最も多く、調査区全域に広がる。また、 5次で 1軒、 8次で 3軒、12次で 1軒、15

次で 2軒と南側の調査区にも住居址が一定数分布する。

古墳時代後期を通 して分布の中心は4次調査区にあるが、2段階から集落が発展 し始め、4段階以降は南側に集

落域が拡大 している。

奈良時代 (第 24図 )になると8次で 8軒、12次で 8軒、15次で 4軒確認 されてお り、7次でも住居址が確認 さ

れている。4次調査地点では該期の住居址はなく、南に集落域が移動 している。本遺跡の南側に位置する平田北遺

跡でも該期の住居址がまとまって確認 されてお り、これ らが出川南遺跡の該期集落と一連のものであった可能性も

ある。

平安時代前期 (第 25図)は 1次で 1軒、4次で 2軒、5次で 5軒、7次で 39軒、8次で 14軒、10次で 4軒、12

次で 2軒、15次で 9軒が調査 されている。奈良時代に比べると住居数は増加 し、東側に移動 しているようである。

平田北遺跡でも住居址が 6軒確認 されているが、前時代ほどの遺構の集中はしていない。吉Б分的な調査ではある

が、出川南遺跡同様に集落域の移動が推測 される。中期は 11次で 1軒確認 されているのみで様相は不明である。

後期も 1次で 2軒、 4次で 1軒、11次で 1軒が確認 されているが、集落の中心は北東に移動 していると推測 され

る。中世は 1次 。11次の東側の調査地点で遺物が出土しているが、11次のものは溝出上である。また、11次では

火葬施設が確認 されてお り、 」R篠 ノ井線より東側には集落が広がる可含〕l■がある。

以上のように、古墳時代後期から平安時代前期までを中心に集落の展開を竪穴住居址の分布から推測 した。本遺

跡は洪水などの影響を受けやすかつた土地であったことはこれまでの調査成果から明らかであり、集落域の移動 と

何 らかの関係があつたと考えられる。

また、本書作成中に第 17次調査が実施 されてお り、発掘調査・整理作業が進むにつれて集落の展開が明らかに

なつていくだろう。

最後に本調査の実施に際 して多大なるご協力を頂いた長野県住宅部の皆様、並びに県営住宅南松本団地をはじめ

地元関係者の皆様に感謝の意を表 して本書の締めくくりとしたい。
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写真図版 1

東区全景 完掘状況 (西から)

東区竪穴住居址分布状況 (北東から)



写真図版 2

西区全景完掘状況
(東から)

西区南半完掘状況
(北東から)

西区北半完掘状況
(南東から)



写真図版 3

卜

ヽ
東区竪穴住居址重複状況

(南から)

362住 遺物出土状況
(北から)

373住 遺物出土状況
(南から)



361住 カマ ド遺物出土】犬況 (西から) 362住 カマ ド遺物出土状況 (東から)

362住 カマ ド検出状況 (南から) 同左 (東から)

363住 遺物出土状況 (南から)

轟 ?う   。

363住 カマ ド・P3礫出土状況 (西から)

364住 遺物出土状況 (東から)
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364住 カマ ド検出状況 (北から)



364住 東カマ ド完掘状況 (西から)

写真図版 5

365住 礫検出状況 (北から)

367住 完掘状況 (北から) 367住 カマ ド遺物出土状況 (西から)

368住 掘削状況 (北西から) 368住 カマ ド遺物出土状況 (南西から)

369住 完掘状況 (東から) 369住 遺物出土状況 (北から)



写真図版 6

369住 カマ ド遺物出土】犬況 (南から) 369住 カマ ド半掘土層断面 (東から)

370住 遺物出土状況 (西から) 370住 土層断面東区北壁

370住 カマ ド遺物出土状況 (北から) 370住 カマ ド完掘状況 (西から)

371住 遺物出土状況 (東から) 372住 カマ ド検出状況 (西から)



372住 カマ ド掘削】犬況 (西から )

写真図版 フ

372住 カマ ド煙道掘削状況 (西から )

372住 カマ ド煙道礫検出状況 (北から ) 373住 遺物出土状況 (東から )

373住 遺物出土状況 (北東から ) 373住 174出土状況 (北から )

れ
鬱

373住 189出土状況 (東から ) 373住 183出土状況 (西から )
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写真図版 8

373住 190出土状況 (南から ) 373住 193出土状況 (北から )

373住 完掘状況 (西から ) 374住 カマ ド遺物出土状況 (東から )

24± 233出土状況 (南東から ) 27土 上層遺物出土状況 (西から )

27± 237出土状況 (】 しから ) 溝3238出土状況 (南から )



写真図版 9

溝1完掘状況

(北東から)

溝6礫出土状況
(南から)

溝6土層断面西区北壁



写真図版 10

石積検出状況 (南西から )

石積検出状況 (北西から )



酔

石積検出状況 ●とから)

写真図版 11

石積基底面状況 aしから)

石積 基底面 石列か (北から ) 石積 断ち割り石積状況 (北から )

石積 下層 土器出土状況 (南西から ) 石積 断ち割り上層断面 (北から )

石積 石列 検出状況 (東から ) 石積 石列 立面 (西から )



写真図版 12

東区北壁 土層断面

東区東壁 土層断面

石積・浦2土層断面
(北から)
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写真図版 13
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373住 出土遺物
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写真図版 14
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写真図版 15
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写真図版 16
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ふ りが な ふりがな コード
封ヒ糸華 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号

訂1博
み

長野県松本市

芳野 179番

126、 127、 128

20202
36担重
12分

26秒

137度

57分
52秒

H21.8.27

H22.1.28

1838.8ポ

県営住宅
南松本団地
建設事業
(12号棟)

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

出川南 集落跡

古 墳

奈 良

平 安

・竪穴住居址    15軒
古墳時代後期:2軒

奈良時代:4軒

奈良末～平安時代前期 :9軒

・土坑       29基

・ピット         39基

・溝        8条
うち自然流路5条

・石積遺構      1共

〔土器〕

土師器

(古墳～平安)

黒色土器

須恵器

軟質須恵器

〔石製品〕

凹・磨石

砥石

剥片

〔鉄製品〕
刀子

ヤリガンナ

・古墳時代後期～平安時代前
期の集落址の一部を調査し
た。竪穴住居址が集 中して分
布し、掘立柱建物址は存在し

ない。また、1辺 約8mの奈良
時代の大型住居址を検出し、
東海系の須恵器を多量に出
土するなど、特異な性格が想
定される。
・石積遺構は性格を明らかに

することができなかったが、古
墳時代前期の土師器が出土

するなど、集落址とは異なる特
殊な遺構の可能性がある。

要 約

・出川南遺跡は松本市街地南部の奈良井川 と田川・牛伏川に狭まれた合流扇状地上に位置する。
過去に14次 にわたる発掘調査が行われてお り、古墳時代後期から平安時代にかけての比較的規模
の大きな集落が営まれていたことがわかっている。また、遺跡範囲内には古墳時代中期後半の埴
輪が伴 う円墳 3基がある。
。今回の調査は県営住宅南松本団地12号棟建設工事に伴 う緊急発掘 として実施 された。発見 され
た遺構の中心は竪穴住居址で、古墳時代後期 2軒、奈良時代 4軒、平安時代前期 9軒の計 15軒

が、一部に重複を伴って存在 した。古墳時代後期の住居 l■ は 7世紀後半と考えられ、北に近接す
る第 4次調査地点でも住居数が最も多く、居住域も拡大する時期である。
・奈良時代の住居址は東区の西半から西区にかけて分布する。中でも第373号住居 l■ は大型住居址
で、東海系の須恵器 も含め多量の遺物が出土している。調査区内では周辺に同時期の住居址がな
く、集落内での立地・性格は今後の周辺の調査を待ちたい。
・平安時代前期は 9軒と最も住居址が多く、集落が拡大する時期である。東区に重複するように

集中し、居住域は東に移動するようである。
・石積遺構はほぼ東西方向から南北方向に直角に曲が り、東西幅約8.8m以上、南北幅約13.Om以
上である。東側は調査区外に続いているが、北側は撹乱 されてお り全形は不明である。上部も撹
乱・削平されていると考えられ、遺構の性格 。時期を決定できる遺物などは発見できなかった。
今後の周辺調査および・類似資料の増加によって解明していく必要があろう。
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